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第 1 号 平 成31年 度 徳 島 県 一 般 会 計 予 算

平成31年度徳島県一般会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ484，428，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（継続費）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第212条第1項の規定による継続費の経費の総額及び年割額は，「第2表継続費」による。

（債務負担行為）

第3条 地方自治法第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第3表債務負担行為」による。

（地方債）

第4条 地方自治法第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，「第4表地方債」に

よる。

（一時借入金）

第5条 地方自治法第235条の3第2項の規定による一時借入金の借入れの最高額は，90，000，000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第6条 地方自治法第220条第2項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次のとおりと定める。

()1 各項に計上した給料，職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項

の間の流用

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1号 平成31年度徳島県一般会計予算
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款 項 金 額

1 県 税 77，500，000

1 県 民 税 28，556，942

2 事 業 税 17，337，874

3 地 方 消 費 税 12，549，879

4 不 動 産 取 得 税 1，465，040

5 県 た ば こ 税 773，599

6 ゴ ル フ 場 利 用 税 224，138

7 自 動 車 取 得 税 491，599

8 軽 油 引 取 税 5，699，161

9 自 動 車 税 10，387，445

10 鉱 区 税 1，290

11 狩 猟 税 12，913

12 旧 法 に よ る 税 120

2 地 方 消 費 税 清 算 金 25，800，000

再校
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1 地 方 消 費 税 清 算 金 25，800，000

3 地 方 譲 与 税 14，128，000

1 地 方 法 人 特 別 譲 与 税 12，244，000

2 地 方 揮 発 油 譲 与 税 1，677，000

3 石 油 ガ ス 譲 与 税 77，000

4 自 動 車 重 量 譲 与 税 50，000

5 森 林 環 境 譲 与 税 79，000

6 航 空 機 燃 料 譲 与 税 1，000

4 地 方 特 例 交 付 金 1，530，000

1 地 方 特 例 交 付 金 235，000

2 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 臨 時 交 付 金 1，295，000

5 地 方 交 付 税 143，000，000

1 地 方 交 付 税 143，000，000

6 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 220，000

1 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 220，000

7 分 担 金 及 び 負 担 金 961，264

1 分 担 金 269，660

三校
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2 負 担 金 691，604

8 使 用 料 及 び 手 数 料 6，196，371

1 使 用 料 4，552，685

2 手 数 料 1，643，686

9 国 庫 支 出 金 62，284，962

1 国 庫 負 担 金 31，856，376

2 国 庫 補 助 金 28，982，860

3 委 託 金 1，445，726

10 財 産 収 入 1，062，896

1 財 産 運 用 収 入 731，230

2 財 産 売 払 収 入 331，666

11 寄 附 金 15，900

1 寄 附 金 15，900

12 繰 入 金 81，841，930

1 特 別 会 計 繰 入 金 59，624，250

2 基 金 繰 入 金 22，217，680

13 繰 越 金 1，000，000

再校
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1 繰 越 金 1，000，000

14 諸 収 入 16，165，677

1 延 滞 金，加 算 金 及 び 過 料 等 93，610

2 県 預 金 利 子 2，173

3 公 営 企 業 貸 付 金 元 利 収 入 5，040，000

4 貸 付 金 元 利 収 入 4，473，550

5 受 託 事 業 収 入 827，876

6 収 益 事 業 収 入 2，799，476

7 雑 入 2，928，992

15 県 債 52，721，000

1 県 債 52，721，000

歳 入 合 計 484，428，000

款 項 金 額

1 議 会 費 999，090

1 議 会 費 999，090

歳 出

千円
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2 総 務 費 25，861，660

1 総 務 管 理 費 12，108，927

2 企 画 費 5，663，409

3 徴 税 費 2，473，527

4 市 町 村 振 興 費 2，055，600

5 選 挙 費 1，014，553

6 防 災 費 1，824，750

7 統 計 調 査 費 403，096

8 人 事 委 員 会 費 132，404

9 監 査 委 員 費 185，394

3 民 生 費 64，090，653

1 社 会 福 祉 費 45，671，956

2 児 童 福 祉 費 13，619，084

3 生 活 保 護 費 4，799，613

4 衛 生 費 24，362，040

1 公 衆 衛 生 費 5，910，280

2 環 境 衛 生 費 2，620，564

再校
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3 保 健 所 費 1，311，299

4 医 薬 費 5，703，586

5 病 院 事 業 費 8，816，311

5 労 働 費 4，977，467

1 労 政 費 3，861，176

2 職 業 訓 練 費 1，009，525

3 労 働 委 員 会 費 106，766

6 農 林 水 産 業 費 31，515，380

1 農 業 費 4，844，423

2 園 芸 費 1，019，226

3 畜 産 業 費 838，275

4 農 地 費 10，969，259

5 林 業 費 11，425，406

6 水 産 業 費 2，418，791

7 商 工 費 60，450，579

1 商 業 費 54，830，107

2 工 鉱 業 費 4，149，774

再校

７

平成31年2月議案



3 観 光 費 1，470，698

8 土 木 費 52，643，603

1 土 木 管 理 費 4，776，860

2 道 路 橋 り ょ う 費 22，709，606

3 河 川 海 岸 費 16，822，764

4 港 湾 費 3，192，178

5 都 市 計 画 費 3，753，111

6 住 宅 費 1，389，084

9 警 察 費 22，724，063

1 警 察 管 理 費 20，483，551

2 警 察 活 動 費 2，240，512

10 教 育 費 82，897，252

1 教 育 総 務 費 14，360，333

2 小 学 校 費 24，235，173

3 中 学 校 費 15，172，478

4 高 等 学 校 費 17，381，508

5 特 別 支 援 学 校 費 7，189，408

再校
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6 社 会 教 育 費 2，357，514

7 保 健 体 育 費 2，200，838

11 災 害 復 旧 費 12，904，277

1 農 林 水 産 施 設 災 害 復 旧 費 1，854，200

2 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 10，950，077

3 公 用 公 共 用 施 設 災 害 復 旧 費 100，000

12 公 債 費 73，426，386

1 公 債 費 73，426，386

13 諸 支 出 金 27，425，550

1 地 方 消 費 税 清 算 金 12，407，590

2 利 子 割 交 付 金 196，412

3 配 当 割 交 付 金 652，571

4 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 642，138

5 地 方 消 費 税 交 付 金 12，931，847

6 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 157，230

7 特 別 地 方 消 費 税 交 付 金 100

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 327，000

再校
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第2表 継 続 費

款 項 事 業 名 総 額 年 度 年 割 額

8 土 木 費 2 道 路 橋 り ょ う 費 落合2号トンネル新設事業 1，300，000 31 300，000

32 500，000

33 500，000

京田トンネル新設事業 1，400，000 31 300，000

32 600，000

33 500，000

5 都 市 計 画 費 末広住吉高架橋上部工架設
事業

1，400，000 31 500，000

32 700，000

33 200，000

9 環 境 性 能 割 交 付 金 110，652

10 利 子 割 精 算 金 10

14 予 備 費 150，000

1 予 備 費 150，000

歳 出 合 計 484，428，000

再校
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事 項 期 間 限 度 額

徳島県消防防災航空隊事務所止水板設置工事請負契約 平 成 32 年 度 81，750千円

徳島県食肉衛生検査所空調設備改修工事請負等契約 平 成 32 年 度 123，293千円

奨学金返還支援費に係る補助金 自 平成31年度
至 平成49年度 240，000千円

住民基本台帳ネットワークシステム電子計算機等賃貸借契約 自 平成32年度
至 平成36年度 20，241千円

地方債証券の共同発行により生ずる連帯債務（共同発行市場公募地方債） 自 平成31年度
至 平成41年度

元金
1，217，000，000千円
及びこれに対する利
子相当額

自動車税納税通知書等作成業務委託契約 平 成 32 年 度 8，000千円

庁内クラウド再構築等事業業務委託契約 平 成 32 年 度 184，823千円

徳島県立障がい者交流プラザ自家発電設備改修工事請負契約 平 成 32 年 度 60，000千円

公益財団法人とくしま産業振興機構の中小企業・雇用対策推進費造成事業融資損失補償契約 平 成 32 年 度

融資額
36，800，000千円

及び金利3％並びに
延滞金及び違約金年
10．95％の範囲内に
おける損失補償

公益財団法人とくしま産業振興機構のとくしま経済飛躍ファンド造成事業融資損失補償契約 平 成 32 年 度

融資額 960，000千円
及び金利3％並びに
延滞金及び違約金年
10．95％の範囲内に
おける損失補償

第3表 債務負担行為

再校

１１
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徳島県立渦の道の塗装等補修工事請負契約 平 成 32 年 度 40，000千円

公益社団法人徳島森林づくり推進機構の株式会社日本政策金融公庫資金損失補償契約 自 平成31年度
至 平成87年度

融資額 188，516千円
に対するつぎにかか
げる損失補償
償還期限到来後10か
月の期間満了の日
（以下「損失確定
日」という。）にお
いて，株式会社日本
政策金融公庫が弁済
を受けなかった元利
金合計額（遅延損害
金を含む。）及び損
失確定日の翌日から
補償履行の日までの
利率年11％の割合に
よる金額

公益財団法人徳島県農業開発公社の農地保有合理化事業等資金損失補償契約 自 平成32年度
至 平成42年度

融資額 80，000千円
並びに延滞金及び違
約金年10．95％の範
囲内における損失補
償

広域営農団地農道整備事業工事請負契約 平 成 32 年 度 170，000千円

経営体育成基盤整備事業工事請負契約 平 成 32 年 度 20，000千円

農業水利施設保全対策事業工事請負契約 平 成 32 年 度 160，000千円

老朽ため池等整備事業工事請負契約 平 成 32 年 度 100，000千円

地盤沈下対策事業工事請負契約 平 成 32 年 度 80，000千円

徳島県土地開発公社の開発事業資金債務保証 自 平成32年度
至 平成41年度

融資額
2，500，000千円

及び金利5％の範囲
内における債務保証

再校
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徳島県土地開発公社の用地取得等契約 自 平成32年度
至 平成41年度

用地費，補償費等
2，500，000千円

及び金利5％の範囲
内の金額

道路維持作業用自動車売買契約 平 成 32 年 度 5，000千円

道路局部改良事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 30，000千円

道路改築事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 280，000千円

緊急地方道路整備事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 1，900，000千円

橋りょう修繕事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 20，000千円

街路事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 300，000千円

公園整備事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 300，000千円

河川特殊改良事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 30，000千円

広域河川改修事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 150，000千円

総合流域防災事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 210，000千円

地震・高潮対策河川事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 100，000千円

河川管理施設長寿命化事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 100，000千円

床上浸水対策特別緊急事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 400，000千円

海岸侵食対策事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 90，000千円

津波・高潮危機管理対策緊急事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 40，000千円

再校

１３
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海岸堤防等老朽化対策緊急事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 40，000千円

堰堤改良事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 100，000千円

河川等災害関連事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 100，000千円

通常砂防事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 80，000千円

地すべり対策事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 80，000千円

急傾斜地崩壊対策事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 50，000千円

河川等施設災害復旧事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 1，000，000千円

県単独港湾整備事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 50，000千円

港湾改修事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 50，000千円

港湾海岸保全施設整備事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 400，000千円

港湾補修事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 80，000千円

港湾施設災害復旧事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 300，000千円

学校業務支援システム構築事業業務委託契約 平 成 32 年 度 15，470千円

高校施設整備事業工事請負契約 平 成 32 年 度 147，085千円

警察署整備事業業務委託契約 平 成 32 年 度 9，449千円

警察署整備事業工事請負等契約 平 成 32 年 度 279，057千円

徳島県警察航空隊事務所止水板設置工事請負契約 平 成 32 年 度 74，250千円

初校
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第4表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

総務管理事業 928，000 証書借入又は証券発
行（他の地方公共団
体との共同発行を含
む。）

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。企画事業 541，000

市町村振興事業 1，000，000

防災事業 405，000

社会福祉事業 50，000

児童福祉事業 4，000

公衆衛生事業 6，000

環境衛生事業 49，000

運転免許証作成システム電子計算機賃貸借等契約 自 平成32年度
至 平成36年度 782，280千円

警察本部電子計算機等賃貸借契約 自 平成32年度
至 平成36年度 448，172千円

ＩＣカード化運転免許証記載事項確認装置等賃貸借契約 自 平成32年度
至 平成36年度 9，986千円

電子署名生成装置等賃貸借契約 自 平成32年度
至 平成36年度 51，240千円

通信指令システム電子計算機等賃貸借契約 自 平成32年度
至 平成36年度 1，111，025千円

交通管制システム上位装置電子計算機等賃貸借契約 自 平成32年度
至 平成36年度 168，156千円

千円

再校
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医薬事業 95，000

職業訓練事業 9，000

農地事業 2，234，000

林業治山事業 2，427，000

水産事業 500，000

観光事業 111，000

道路橋りょう事業 9，388，000

河川海岸事業 9，057，000

港湾事業 842，000

都市計画事業 1，131，000

住宅事業 147，000

警察関係事業 1，703，000

教育総務事業 2，400，000

高等学校整備事業 258，000

社会教育事業 207，000

保健体育事業 187，000

土木施設災害復旧事業 3，947，000

再校
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公用公共用施設災害復旧事業 95，000

臨時財政対策債 15，000，000

計 52，721，000

初校
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第 2 号 平成31年度徳島県用度事業特別会計予算

平成31年度徳島県用度事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ1，613，278千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 用 度 事 業 収 入 1，613，278

1 財 産 収 入 200

2 繰 越 金 169，437

3 諸 収 入 1，443，641

歳 入 合 計 1，613，278

千円

第2号 平成31年度徳島県用度事業特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 用 度 事 業 費 1，613，278

1 用 度 事 業 費 1，613，278

歳 出 合 計 1，613，278

初校

千円

２０

平成31年2月議案



第 3 号 平成31年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計予算

平成31年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ2，327，766千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 市 町 村 振 興 資 金 収 入 2，327，766

1 繰 越 金 1，256，610

2 諸 収 入 1，071，156

歳 入 合 計 2，327，766

千円

第3号 平成31年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 金 2，327，766

1 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 金 2，327，766

歳 出 合 計 2，327，766

初校

千円

２２
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第 4 号 平成31年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計予算

平成31年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ253，373千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 都 市 用 水 水 源 費 負 担 金 収 入 253，373

1 繰 入 金 214，797

2 諸 収 入 38，576

歳 入 合 計 253，373

千円

第4号 平成31年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 都 市 用 水 水 源 費 負 担 金 253，373

1 早明浦ダム建設事業都市用水負担金 82，764

2 正木ダム建設事業都市用水負担金 22，121

3 旧吉野川河口堰建設事業都市用水負担金 148，488

歳 出 合 計 253，373

初校

千円

２４

平成31年2月議案



第 5 号 平成31年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算

平成31年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ276，454千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 収 入 276，454

1 繰 越 金 169，556

2 諸 収 入 106，898

歳 入 合 計 276，454

千円

第5号 平成31年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 276，454

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 276，454

歳 出 合 計 276，454

初校

千円

２６
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第 6 号 平成31年度徳島県国民健康保険事業特別会計予算

平成31年度徳島県国民健康保険事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ72，490，712千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 国 民 健 康 保 険 事 業 収 入 72，490，712

1 分 担 金 及 び 負 担 金 21，443，283

2 国 庫 支 出 金 22，894，745

3 療 養 給 付 費 等 交 付 金 250，000

4 前 期 高 齢 者 交 付 金 22，706，207

5 共 同 事 業 交 付 金 47，717

6 財 産 収 入 1，400

千円

第6号 平成31年度徳島県国民健康保険事業特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 国 民 健 康 保 険 事 業 費 72，490，712

1 国 民 健 康 保 険 事 業 費 72，489，312

2 国民健康保険財政安定化基金積立金 1，400

歳 出 合 計 72，490，712

7 繰 入 金 5，147，360

歳 入 合 計 72，490，712

再校
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第 7 号 平成31年度徳島県地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金特別会計予算

平成31年度徳島県地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ445，872千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金収入 445，872

1 諸 収 入 872

2 県 債 445，000

歳 入 合 計 445，872

千円

第7号 平成31年度徳島県地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金 445，872

1 地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金 445，872

歳 出 合 計 445，872

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

地方独立行政法人徳島県鳴門
病院資金貸付金

445，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

初校

千円
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第 8 号 平成31年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計予算

平成31年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ117，386，034千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第2表債務負担行為」に

よる。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 収 入 117，386，034

1 使 用 料 及 び 手 数 料 3，027

2 財 産 収 入 500

3 繰 入 金 59，195，400

4 諸 収 入 58，187，107

千円

第8号 平成31年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計予算

再校

３１

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 費 117，386，034

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 費 117，386，034

歳 出 合 計 117，386，034

第2表 債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額

企業立地促進事業に係る補助金交付指令 自 平成32年度
至 平成39年度 2，000，000千円

歳 入 合 計 117，386，034

再校

千円

３２

平成31年2月議案



第 9 号 平成31年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計予算

平成31年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ80，043千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 収 入 80，043

1 繰 越 金 55，845

2 諸 収 入 24，198

歳 入 合 計 80，043

千円

第9号 平成31年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計予算

初校

３３

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 貸 付 金 80，043

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 貸 付 金 80，043

歳 出 合 計 80，043

初校

千円

３４

平成31年2月議案



第10号 平成31年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計予算

平成31年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ69，054千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 収 入 69，054

1 財 産 収 入 57，951

2 繰 越 金 11，093

3 諸 収 入 10

歳 入 合 計 69，054

千円

第10号 平成31年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計予算

再校

３５

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 費 69，054

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 費 69，054

歳 出 合 計 69，054

再校

千円

３６

平成31年2月議案



第11号 平成31年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計予算

平成31年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ5，616千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 農 業 改 良 資 金 収 入 5，616

1 繰 入 金 299

2 繰 越 金 3，727

3 諸 収 入 1，590

歳 入 合 計 5，616

千円

第11号 平成31年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計予算

初校

３７

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 農 業 改 良 資 金 貸 付 金 5，616

1 農 業 改 良 資 金 貸 付 金 5，616

歳 出 合 計 5，616

初校

千円

３８

平成31年2月議案



第12号 平成31年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計予算

平成31年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ101，978千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 林 業 改 善 資 金 収 入 101，978

1 繰 入 金 1，975

2 繰 越 金 94，285

3 諸 収 入 5，718

歳 入 合 計 101，978

千円

第12号 平成31年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計予算

初校

３９

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 林 業 改 善 資 金 貸 付 金 101，978

1 林 業 改 善 資 金 貸 付 金 101，978

歳 出 合 計 101，978

初校

千円

４０

平成31年2月議案



第13号 平成31年度徳島県県有林県行造林事業特別会計予算

平成31年度徳島県県有林県行造林事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ302，228千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 収 入 302，228

1 財 産 収 入 185，623

2 繰 入 金 115，644

3 繰 越 金 746

4 諸 収 入 215

歳 入 合 計 302，228

千円

第13号 平成31年度徳島県県有林県行造林事業特別会計予算

初校

４１

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 費 302，228

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 費 302，228

歳 出 合 計 302，228

初校

千円

４２

平成31年2月議案



第14号 平成31年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算

平成31年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ80，914千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 収 入 80，914

1 繰 入 金 912

2 繰 越 金 66，836

3 諸 収 入 13，166

歳 入 合 計 80，914

千円

第14号 平成31年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算

初校

４３

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 金 80，914

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 金 80，914

歳 出 合 計 80，914

初校

千円

４４

平成31年2月議案



第15号 平成31年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計予算

平成31年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ3，500，658千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 収 入 3，500，658

1 財 産 収 入 1，689，852

2 繰 入 金 450，000

3 繰 越 金 122，656

4 諸 収 入 150

千円

第15号 平成31年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計予算

初校

４５

平成31年2月議案



5 県 債 1，238，000

歳 入 合 計 3，500，658

歳 出

款 項 金 額

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 費 3，500，658

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 費 3，497，410

2 土 地 開 発 基 金 積 立 金 3，248

歳 出 合 計 3，500，658

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

公共用地取得事業 1，238，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

初校

千円

千円

４６

平成31年2月議案



第16号 平成31年度徳島県流域下水道事業特別会計予算

平成31年度徳島県流域下水道事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ872，516千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 流 域 下 水 道 事 業 収 入 872，516

1 分 担 金 及 び 負 担 金 287，253

2 繰 入 金 376，263

3 県 債 209，000

歳 入 合 計 872，516

千円

第16号 平成31年度徳島県流域下水道事業特別会計予算

初校

４７

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 流 域 下 水 道 事 業 費 872，516

1 旧 吉 野 川 流 域 下 水 道 事 業 費 872，516

歳 出 合 計 872，516

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

旧吉野川流域下水道事業 209，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

初校

千円

千円

４８

平成31年2月議案



第17号 平成31年度徳島県港湾等整備事業特別会計予算

平成31年度徳島県港湾等整備事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ3，919，334千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 港 湾 等 整 備 事 業 収 入 3，919，334

1 使 用 料 及 び 手 数 料 810，120

2 財 産 収 入 73，753

3 繰 入 金 930，129

4 諸 収 入 21，332

千円

第17号 平成31年度徳島県港湾等整備事業特別会計予算

再校

４９

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 港 湾 等 整 備 事 業 費 3，919，334

1 港 湾 等 整 備 事 業 費 2，747，988

2 徳島小松島港津田地区整備事業費 1，014，317

3 空 港 周 辺 整 備 事 業 費 157，029

歳 出 合 計 3，919，334

5 県 債 2，084，000

歳 入 合 計 3，919，334

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

港湾等整備事業 1，184，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。徳島小松島港津田地区整備

事業 900，000

計 2，084，000

再校

千円

千円

５０

平成31年2月議案



第18号 平成31年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計予算

平成31年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ179，520千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 県 営 住 宅 敷 金 等 収 入 179，520

1 財 産 収 入 198

2 繰 越 金 169，826

3 諸 収 入 9，496

歳 入 合 計 179，520

千円

第18号 平成31年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計予算

初校

５１

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 県 営 住 宅 敷 金 等 運 営 費 179，520

1 県 営 住 宅 敷 金 運 営 費 179，520

歳 出 合 計 179，520

初校

千円

５２

平成31年2月議案



第19号 平成31年度徳島県奨学金貸付金特別会計予算

平成31年度徳島県奨学金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ301，749千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 奨 学 金 収 入 301，749

1 財 産 収 入 1，241

2 繰 越 金 107，979

3 諸 収 入 192，529

歳 入 合 計 301，749

千円

第19号 平成31年度徳島県奨学金貸付金特別会計予算

初校

５３

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 奨 学 金 貸 付 金 301，749

1 奨 学 金 貸 付 金 301，749

歳 出 合 計 301，749

初校

千円

５４

平成31年2月議案



第20号 平成31年度徳島県証紙収入特別会計予算

平成31年度徳島県証紙収入特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ3，298，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 証 紙 収 入 3，298，000

1 証 紙 収 入 2，591，588

2 繰 越 金 706，412

歳 入 合 計 3，298，000

千円

第20号 平成31年度徳島県証紙収入特別会計予算

初校

５５

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 繰 出 金 3，298，000

1 他 会 計 繰 出 金 3，298，000

歳 出 合 計 3，298，000

初校

千円

５６

平成31年2月議案



第21号 平成31年度徳島県公債管理特別会計予算

平成31年度徳島県公債管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ110，382，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 公 債 管 理 収 入 110，382，000

1 繰 入 金 69，057，000

2 県 債 41，325，000

歳 入 合 計 110，382，000

千円

第21号 平成31年度徳島県公債管理特別会計予算

初校

５７

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 公 債 費 110，382，000

1 公 債 費 110，382，000

歳 出 合 計 110，382，000

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

借換債 41，325，000 証書借入又は証券発行（他の地方公
共団体との共同発行を含む。）

年 5％以内 融資機関の融資条件による。ただし，必要
の生じた場合は全部若しくは一部繰上償還
し，又は借換えすることができる。

初校

千円

千円

５８

平成31年2月議案



第22号 平成31年度徳島県給与集中管理特別会計予算

平成31年度徳島県給与集中管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ30，616，615千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 給 与 振 替 収 入 30，616，615

1 給 与 振 替 収 入 30，616，615

歳 入 合 計 30，616，615

千円

第22号 平成31年度徳島県給与集中管理特別会計予算

初校

５９

平成31年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 給 与 費 30，616，615

1 給 与 費 30，616，615

歳 出 合 計 30，616，615

初校

千円

６０

平成31年2月議案



第23号 平成31年度徳島県病院事業会計予算

（総則）

第1条 平成31年度徳島県病院事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 病 床 数 790床

()2 年 間 患 者 数

入 院 202，764人

外 来 251，076人

()3 1 日 平 均 患 者 数

入 院 554人

外 来 1，029人

()4 主要な建設改良事業

病院増改築工事費 20，550千円

医療器械及び備品購入費 554，630千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 病 院 事 業 収 益 23，970，706千円

第1項 医 業 収 益 20，279，571千円

第2項 医 業 外 収 益 3，691，135千円

支 出

第1款 病 院 事 業 費 用 24，440，420千円

第1項 医 業 費 用 23，579，960千円

第23号 平成31年度徳島県病院事業会計予算

初校

６１

平成31年2月議案



第2項 医 業 外 費 用 860，460千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額1，050，196千円は，当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額1，592千円及び過年度分損益勘定留保資金1，048，604千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 6，063，015千円

第1項 企 業 債 549，000千円

第2項 負 担 金 511，817千円

第3項 他会計からの借入金 5，000，000千円

第4項 補 助 金 2，198千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 7，113，211千円

第1項 建 設 改 良 費 605，075千円

第2項 企 業 債 償 還 金 1，268，136千円

第3項 他会計からの借入金償還金 5，240，000千円

（企業債）

第5条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

病院整備事業 549，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

千円

（一時借入金）

第6条 一時借入金の限度額は，5，000，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

初校

６２

平成31年2月議案



第7条 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は，議会の議

決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 11，929，547千円

（たな卸資産の購入限度額）

第8条 たな卸資産の購入限度額は，5，450，000千円と定める。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校

６３

平成31年2月議案
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第24号 平成31年度徳島県電気事業会計予算

（総則）

第1条 平成31年度徳島県電気事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 供給電力量 水力発電所 329，400，000ｋＷｈ

太陽光発電所 4，689，000ｋＷｈ

()2 建設改良工事 既設設備改良工事 1，112，644千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 3，706，571千円

第1項 営 業 収 益 3，627，712千円

第2項 財 務 収 益 3，050千円

第3項 事 業 外 収 益 6，799千円

第4項 特 別 利 益 69，010千円

支 出

第1款 事 業 費 用 3，444，606千円

第1項 営 業 費 用 3，381，766千円

第2項 財 務 費 用 3千円

第3項 事 業 外 費 用 57，837千円

第4項 特 別 損 失 2，000千円

第5項 予 備 費 3，000千円

（資本的収入及び支出）

第24号 平成31年度徳島県電気事業会計予算

再校

６５

平成31年2月議案



第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額816，584千円は，当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額98，168千円，建設改良積立金379，640千円及び過年度分損益勘定留保資金338，776千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 296，360千円

第1項 固 定 資 産 売 却 代 1，749千円

第2項 他会計長期貸付金等返還金 294，611千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 1，112，944千円

第1項 建 設 改 良 費 1，112，644千円

第2項 投 資 300千円

（債務負担行為）

第5条 債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

川口ダム自然エネルギーミュージアム案内誘導用ロボット賃貸借契約 自 平成32年度
至 平成34年度 3，861千円

日野谷発電所法面補強事業工事請負契約 平 成 32 年 度 98，768千円

明神ダム巻上機等取替事業工事請負契約 平 成 32 年 度 12，556千円

日野谷発電所2号水車発電機改良事業工事請負契約 平 成 32 年 度 489，016千円

（一時借入金）

第6条 一時借入金の限度額は，1，500，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第7条 次に掲げる経費については，これらの経費の金額を，これらの経費のうち他の経費の金額に，若しくはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら

以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

再校

６６

平成31年2月議案



()1 職 員 給 与 費 1，027，048千円

()2 交 際 費 95千円

（たな卸資産の購入限度額）

第8条 たな卸資産の購入限度額は，10，000千円と定める。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
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第25号 平成31年度徳島県工業用水道事業会計予算

（総則）

第1条 平成31年度徳島県工業用水道事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 給水事業所数 33 吉野川北岸工業用水道 22

阿南工業用水道 11

()2 年間総給水量 67，428，180㎥ 吉野川北岸工業用水道 38，697，180㎥

阿南工業用水道 28，731，000㎥

()3 1日平均給水量 184，230㎥ 吉野川北岸工業用水道 105，730㎥

阿南工業用水道 78，500㎥

()4 建設改良工事 吉野川北岸工業用水道改良工事 229，414千円

阿南工業用水道改良工事 30，970千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 1，237，926千円

第1項 営 業 収 益 1，189，223千円

第2項 営 業 外 収 益 48，703千円

支 出

第1款 事 業 費 用 1，146，372千円

第1項 営 業 費 用 1，089，198千円

第2項 営 業 外 費 用 57，174千円

（資本的収入及び支出）

第25号 平成31年度徳島県工業用水道事業会計予算

再校

６９

平成31年2月議案



第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額414，925千円は，当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額20，509千円及び過年度分損益勘定留保資金394，416千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 34，773千円

第1項 固 定 資 産 売 却 代 172千円

第2項 そ の 他 収 入 34，601千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 449，698千円

第1項 建 設 改 良 費 260，384千円

第2項 企 業 債 償 還 金 155，980千円

第3項 他会計長期借入金償還金 33，334千円

（一時借入金）

第5条 一時借入金の限度額は，500，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第6条 次に掲げる経費については，これらの経費の金額を，これらの経費のうち他の経費の金額に，若しくはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら

以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 241，883千円

()2 交 際 費 10千円

（たな卸資産の購入限度額）

第7条 たな卸資産の購入限度額は，20，000千円と定める。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

再校

７０

平成31年2月議案



第26号 平成31年度徳島県土地造成事業会計予算

（総則）

第1条 平成31年度徳島県土地造成事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 工業用地の管理事業 1，091千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 7，910千円

第1項 営 業 収 益 7，740千円

第2項 営 業 外 収 益 170千円

支 出

第1款 事 業 費 用 1，472千円

第1項 営 業 費 用 1，471千円

第2項 営 業 外 費 用 1千円

（一時借入金）

第4条 一時借入金の限度額は，30，000千円と定める。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第26号 平成31年度徳島県土地造成事業会計予算

再校

７１

平成31年2月議案



72初校

平成31年2月議案



第27号 平成31年度徳島県駐車場事業会計予算

（総則）

第1条 平成31年度徳島県駐車場事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 収 容 台 数 525台

()2 建 設 改 良 工 事 既設設備改良工事 28，761千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 75，843千円

第1項 営 業 収 益 75，051千円

第2項 営 業 外 収 益 792千円

支 出

第1款 事 業 費 用 69，617千円

第1項 営 業 費 用 69，615千円

第2項 営 業 外 費 用 2千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額28，628千円は，過年度分損益勘定留保資金28，628

千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 133千円

第1項 固 定 資 産 売 却 代 133千円

支 出

第27号 平成31年度徳島県駐車場事業会計予算

初校
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第1款 資 本 的 支 出 28，761千円

第1項 建 設 改 良 費 28，761千円

（一時借入金）

第5条 一時借入金の限度額は，300，000千円と定める。

（たな卸資産の購入限度額）

第6条 たな卸資産の購入限度額は，1，000千円と定める。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校

７４
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徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 二 、 七 二 ○ 円 」 を 「 二 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 六 ○ 円 」 を 「 一 、 三 八 ○ 円 」 に 、 「 二 、 ○ 四 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 七 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 八 ○ 円 」 を 「 二 、

六 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 四 四 ○ 円 」 を 「 一 、 四 六 ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 施 設 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 使 用 料 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理

由 で あ る 。

第 二 十 八 号
徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 二 十 八 号 徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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７５

平成31年2月議案



�初校

平成31年2月議案



不 正 競 争 防 止 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例

次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 「 日 本 工 業 規 格 」 を 「 日 本 産 業 規 格 」 に 改 め る 。

一 徳 島 県 政 策 創 造 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 号 ） 別 表 の 三 の 項

二 徳 島 県 統 計 調 査 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 十 七 号 ） 第 十 四 条 第 二 号

三 徳 島 県 生 活 環 境 保 全 条 例 （ 平 成 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 四 号 ） 別 表 第 八 の 備 考 2

四 徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） 別 表 第 一 の 二 十 二 の 項

五 徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 別 表 の 七 十 四 の 項

六 徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 七 号 ） 別 表 第 一 の 百 五 の 項

七 行 政 不 服 審 査 法 施 行 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 十 二 号 ） 第 二 条 第 二 項

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

不 正 競 争 防 止 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 に よ り 工 業 標 準 化 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 関 係 条 例 に つ い て 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の

条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 二 十 九 号
不 正 競 争 防 止 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て

不 正 競 争 防 止 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 二 十 九 号 不 正 競 争 防 止 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て

初校
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職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 正 規 の 勤 務 時 間 外 の 勤 務 ）

第 六 条 の 二 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で に 規 定 す る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） 外 の 勤 務 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

第 七 条 の 二 第 二 項 中 「 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で に 規 定 す る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 」 及 び 「 」 と い う 。 ） 」 を 削 る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 ）

2 次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 「 第 七 条 の 二 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 二 」 に 改 め る 。

一 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 二 号 ） 第 三 条 第 一 項

二 徳 島 県 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 四 号 ） 第 三 条 第 一 項

三 徳 島 県 地 方 警 察 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 七 号 ） 第 三 条 第 一 項

四 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 三 号 ） 第 七 条 第 一 項

五 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 徳 島 県 条 例 第 六 号 ） 第 二 十 二 条 第 一 項

第 三 十 号

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 号 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

再校
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提 案 理 由

国 家 公 務 員 に つ い て 、 長 時 間 労 働 の 是 正 の た め の 措 置 と し て 、 超 過 勤 務 命 令 を 行 う こ と が で き る 時 間 の 上 限 を 人 事 院 規 則 で 定 め る 等 の 措 置 を 講 ず る こ と と さ

れ た こ と に 鑑 み 、 本 県 の 職 員 に つ い て も 所 要 の 措 置 を 講 ず る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
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職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 二 号 中 「 第 百 四 条 第 四 項 第 二 号 」 を 「 第 百 四 条 第 七 項 第 二 号 」 に 改 め る 。

第 五 条 第 一 号 中 「 第 十 三 条 第 一 項 第 三 号 」 を 「 第 十 三 条 第 一 項 第 四 号 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 条 第 一 号 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

学 校 教 育 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 一 号
職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 一 号 職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

再校
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徳 島 県 部 等 設 置 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 部 等 設 置 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 部 等 設 置 条 例 （ 昭 和 五 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 四 号 に 次 の よ う に 加 え る 。

ニ 文 化 財 の 保 護 に 関 す る こ と 。

（ 文 化 財 の 保 護 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 文 化 財 の 保 護 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

本 則 （ 第 三 条 、 第 四 条 、 第 七 条 の 三 及 び 第 十 五 条 第 一 号 を 除 く 。 ） 中 「 委 員 会 が 」 を 「 知 事 が 」 に 、 「 委 員 会 規 則 」 を 「 規 則 」 に 、 「 委 員 会 は 」 を 「 知 事 は 」

に 、 「 委 員 会 に 」 を 「 知 事 に 」 に 、 「 委 員 会 の 」 を 「 知 事 の 」 に 改 め る 。

第 三 条 の 見 出 し 中 「 お よ び 」 を 「 及 び 」 に 改 め 、 同 条 中 「 徳 島 県 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 ） 」 を 「 知 事 」 に 、 「 当 つ て は 」 を 「 当 た つ て は 」 に

改 め る 。

第 四 条 中 「 委 員 会 に 、 」 を 削 り 、 「 基 づ き 」 の 下 に 「 、 知 事 の 附 属 機 関 と し て 、 」 を 加 え る 。

第 六 条 第 一 項 中 「 文 化 に 関 し 学 識 経 験 」 を 「 文 化 財 に 関 し て 優 れ た 識 見 」 に 改 め る 。

第 七 条 の 三 中 「 教 育 委 員 会 規 則 （ 以 下 「 委 員 会 規 則 」 と い う 。 ） 」 を 「 規 則 」 に 改 め る 。

第 十 五 条 中 「 一 に 」 を 「 い ず れ か に 」 に 改 め 、 同 条 第 一 号 中 「 、 規 則 又 は 委 員 会 規 則 」 を 「 又 は 規 則 」 に 改 め る 。

第 二 十 条 第 三 項 中 「 前 項 の 規 定 に よ る 出 品 」 を 「 前 項 の 規 定 に よ る 公 開 」 に 改 め る 。

第 三 十 二 号
徳 島 県 部 等 設 置 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 部 等 設 置 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 二 号 徳 島 県 部 等 設 置 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

四校
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（ 徳 島 県 立 埋 蔵 文 化 財 総 合 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 立 埋 蔵 文 化 財 総 合 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 中 「 徳 島 県 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 教 育 委 員 会 」 と い う 。 ） 」 を 「 知 事 」 に 、 「 教 育 委 員 会 が 」 を 「 知 事 が 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 教 育 委 員 会 」

を 「 知 事 」 に 改 め る 。

第 四 条 各 号 、 第 五 条 第 一 項 第 四 号 及 び 第 二 項 並 び に 第 六 条 第 二 項 中 「 教 育 委 員 会 」 を 「 知 事 」 に 改 め る 。

第 十 条 （ 見 出 し を 含 む 。 ） 中 「 教 育 委 員 会 規 則 」 を 「 規 則 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 に 次 の よ う に 加 え る 。

二 百 三 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 六 号 ） 第 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く

古 式 銃 砲 又 は 刀 剣 類 の 登 録 の 申 請 に 対 す る 審 査

二 百 四 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 第 十 五 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ く 登 録 証 の 再 交 付

二 百 五 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 第 十 八 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 刀 剣 類 の 製 作 の 承 認 の 申

請 に 対 す る 審 査

六 千 三 百 円

三 千 五 百 円

八 百 円

（ 徳 島 県 教 育 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 徳 島 県 教 育 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 七 の 項 か ら 九 の 項 ま で を 削 り 、 十 の 項 を 七 の 項 と す る 。

（ 徳 島 県 附 属 機 関 の 委 員 の 定 数 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 徳 島 県 附 属 機 関 の 委 員 の 定 数 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

題 名 中 「 定 数 」 の 下 に 「 及 び 任 期 」 を 加 え る 。

本 則 の 表 徳 島 県 麻 薬 中 毒 審 査 会 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

徳 島 県 銃 砲 刀 剣 類 登 録 審 査 委 員 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 六 号 ） 第 十 四 条 第 三 項 四 人 以 内

本 則 を 第 一 条 と し 、 同 条 に 見 出 し と し て 「 （ 附 属 機 関 の 委 員 の 定 数 ） 」 を 付 し 、 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。
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（ 附 属 機 関 の 委 員 の 任 期 ）

第 二 条 次 の 各 号 に 掲 げ る 附 属 機 関 の 委 員 の 任 期 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 徳 島 県 銃 砲 刀 剣 類 登 録 審 査 委 員 二 年 と し 、 再 任 さ れ る こ と を 妨 げ な い 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

二 前 条 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 附 属 機 関 （ 前 号 に 掲 げ る も の を 除 く 。 ） 当 該 附 属 機 関 の 設 置 の 根 拠 と な る 法 律 そ の 他 の 法 令 の 定 め る と こ ろ に よ る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 五 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

2 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 文 化 財 の 保 護 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 徳 島 県 教 育 委 員 会 が し た 処 分 そ

の 他 の 行 為 又 は こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 旧 条 例 の 規 定 に よ り 徳 島 県 教 育 委 員 会 に 対 し て さ れ て い る 申 請 そ の 他 の 行 為 は 、 同 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 文 化 財 の

保 護 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 知 事 に 対 し て さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 と み な す 。

3 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 旧 条 例 第 四 条 に 規 定 す る 徳 島 県 文 化 財 保 護 審 議 会 の 委 員 で あ る 者 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 に 、 新 条 例 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、

徳 島 県 文 化 財 保 護 審 議 会 の 委 員 と し て 任 命 さ れ た も の と み な す 。 こ の 場 合 に お い て 、 そ の 任 命 さ れ た も の と み な さ れ る 委 員 の 任 期 は 、 同 条 第 二 項 本 文 の 規 定

に か か わ ら ず 、 平 成 三 十 二 年 十 月 三 十 一 日 ま で と す る 。

4 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 四 条 の 二 第 三 項 及 び 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 徳 島 県 立 埋 蔵 文 化 財 総 合

セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 規 定 に よ り 徳 島 県 教 育 委 員 会 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 は 、 同 項 及 び 同 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 徳 島 県 立 埋 蔵 文 化 財 総

合 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 規 定 に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 と み な す 。

提 案 理 由

地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 鑑 み 、 本 県 に お け る 文 化 財 の 総 合 的 な 保 存 及 び 活 用 を 図 る た め 、 知 事 が 文 化 財 の 保 護 に

関 す る 事 務 を 管 理 し 、 及 び 執 行 す る こ と と す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 項 の 表 四 十 六 の 項 1 中 「 第 十 八 条 第 十 六 項 前 段 」 を 「 第 十 八 条 第 十 七 項 前 段 」 に 、 「 同 条 第 十 七 項 」 を 「 同 条 第 十 八 項 」 に 改 め 、 同 表 五 十 九 の

項 中 「 六 十 五 の 項 」 を 「 六 十 六 の 項 」 に 改 め 、 同 表 中 八 十 一 の 項 を 八 十 二 の 項 と し 、 七 十 八 の 項 か ら 八 十 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 七 十 七 の 項 中 「 七

十 九 の 項 」 を 「 八 十 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 七 十 八 の 項 と し 、 同 表 中 七 十 六 の 項 を 七 十 七 の 項 と し 、 六 十 三 の 項 か ら 七 十 五 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 下 げ 、

同 表 六 十 二 の 項 中 「 六 十 五 の 項 」 を 「 六 十 六 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 三 の 項 と し 、 同 表 六 十 一 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

六 十 二 法 第 五 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 都 市 計 画 施 設 の 区 域 内 等 に お け る 建 築 の 許 可 海 陽 町

第 二 条 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 項 の 表 中 八 十 二 の 項 を 八 十 三 の 項 と し 、 七 十 九 の 項 か ら 八 十 一 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 七 十 八 の 項 中 「 八 十 の 項 」 を 「 八 十 一 の 項 」

に 改 め 、 同 項 を 同 表 七 十 九 の 項 と し 、 同 表 中 七 十 七 の 項 を 七 十 八 の 項 と し 、 六 十 四 の 項 か ら 七 十 六 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 六 十 三 の 項 中 「 六 十 六

の 項 」 を 「 六 十 七 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 四 の 項 と し 、 同 表 中 六 十 二 の 項 を 六 十 三 の 項 と し 、 六 十 一 の 項 を 六 十 二 の 項 と し 、 六 十 の 項 を 六 十 一 の 項 と

し 、 同 表 五 十 九 の 項 中 「 六 十 六 の 項 」 を 「 六 十 七 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 の 項 と し 、 同 表 中 五 十 八 の 項 を 五 十 九 の 項 と し 、 三 十 四 の 項 か ら 五 十 七 の 項

ま で を 一 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 三 十 三 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

三 十 四 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 十 七 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以

下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） 及 び 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 施

小 松 島 市 阿 南 市 吉 野 川 市 阿 波 市

美 馬 市 佐 那 河 内 村 石 井 町 神 山 町

第 三 十 三 号
徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 三 号 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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行 令 （ 平 成 十 八 年 政 令 第 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 令 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も

の （ 令 第 一 条 の 二 第 三 号 に 規 定 す る 精 神 通 院 医 療 に 係 る も の に 限 る 。 ）

1 法 第 五 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 支 給 認 定 の 申 請 に 係 る 事 実 に つ い て の 審 査 （ 法 第 五 十 四 条 第 一 項 の

政 令 で 定 め る 基 準 に 係 る も の 及 び 法 第 五 十 八 条 第 三 項 第 一 号 の 政 令 で 定 め る 額 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 負

担 上 限 月 額 」 と い う 。 ） に 係 る も の に 限 る 。 ）

2 法 第 五 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 支 給 認 定 の 変 更 の 申 請 に 係 る 事 実 に つ い て の 審 査 （ 負 担 上 限 月 額 に

係 る も の に 限 る 。 ）

3 令 第 三 十 二 条 第 一 項 の 申 請 内 容 の 変 更 の 届 出 に 係 る 事 実 に つ い て の 審 査 （ 法 第 五 十 四 条 第 一 項 の 政 令

で 定 め る 基 準 に 係 る も の 及 び 負 担 上 限 月 額 に 係 る も の に 限 る 。 ）

松 茂 町 北 島 町 板 野 町 上 板 町 つ る

ぎ 町

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 の 規 定 は 、 同 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 方 自 治 法 の 規 定 に よ る 市 町 村 の 長 と の 協 議 に 基 づ き 、 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 一 部 を 市 町 村 が 処 理 す る こ と と す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案

を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 二 項 た だ し 書 中 「 百 分 の 八 」 を 「 百 分 の 十 」 に 改 め る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 改 正 後 の 徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 許 可 を 受 け る 行 政 財 産 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て 適 用 す る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 行 政 財 産 の 使 用 料 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 四 号
徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 四 号 徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

本 則 の 表 特 定 非 営 利 活 動 法 人 グ リ ー ン バ レ ー の 項 中 「 一 ○ 六 番 地 」 を 「 一 三 二 番 地 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 が 変 更 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 五 号
徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 五 号 徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 九 、 ○ 一 ○ 円 」 を 「 九 、 一 七 ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 九 九 ○ 円 」 を 「 一 二 、 二 一 ○ 円 」 に 、 「 九 、 二 七 ○ 円 」 を 「 九 、 四 四 ○ 円 」 に 、 「 三 、 一 ○ ○ 円 」

を 「 三 、 一 六 ○ 円 」 に 、 「 四 、 二 一 ○ 円 」 を 「 四 、 二 九 ○ 円 」 に 、 「 三 、 二 七 ○ 円 」 を 「 三 、 三 三 ○ 円 」 に 、 「 一 、 八 三 ○ 円 」 を 「 一 、 八 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 四

六 ○ 円 」 を 「 二 、 五 一 ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 一 ○ 円 」 を 「 一 、 九 四 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 の 表 中 「 二 、 七 二 ○ 円 」 を 「 二 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 五 、 四 五 ○ 円 」 を 「 五 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 三 、 三 九 ○ 円 」 を 「 三 、 四 五 ○ 円 」 に 、 「 六 、 七 八

○ 円 」 を 「 六 、 九 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 二 九 ○ 円 」 を 「 三 、 三 五 ○ 円 」 に 、 「 六 、 五 八 ○ 円 」 を 「 六 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 、 八 五 ○ 円 」 を 「 三 、 九 二 ○ 円 」 に 、 「 七 、

七 一 ○ 円 」 を 「 七 、 八 五 ○ 円 」 に 、 「 五 、 一 四 ○ 円 」 を 「 五 、 二 三 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 二 八 ○ 円 」 を 「 一 ○ 、 四 七 ○ 円 」 に 、 「 四 、 六 二 ○ 円 」 を 「 四 、 七 一 ○

円 」 に 、 「 九 、 二 五 ○ 円 」 を 「 九 、 四 二 ○ 円 」 に 、 「 四 、 ○ 六 ○ 円 」 を 「 四 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 八 、 一 二 ○ 円 」 を 「 八 、 二 七 ○ 円 」 に 、 「 五 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 五 、

五 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 八 ○ ○ 円 」 を 「 一 一 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 四 、 八 三 ○ 円 」 を 「 四 、 九 二 ○ 円 」 に 、 「 九 、 六 六 ○ 円 」 を 「 九 、 八 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 六 九 ○

円 」 を 「 一 、 七 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 二 六 ○ 円 」 を 「 二 、 三 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 、 五 二 ○ 円 」 を 「 四 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、 「 四 、

○ 一 ○ 円 」 を 「 四 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 四 三 ○ 円 」 を 「 一 、 四 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 八 七 ○ 円 」 を 「 二 、 九 三 ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 五 ○ 円 」 を 「 一 、 九 九 ○ 円 」

第 三 十 六 号
徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 六 号 徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て
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に 、 「 三 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 九 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 四 ○ 円 」 を 「 一 、 七 八 ○ 円 」 に 、 「 三 、 四 九 ○ 円 」 を 「 三 、 五 六 ○ 円 」 に 、 「 七 一 ○ 円 」 を
「 七 三 ○ 円 」

に 、 「 九 七 ○ 円 」 を 「 九 九 ○ 円 」 に 、 「 八 七 ○ 円 」 を
「 八 九 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 三 ○ 円 」 を 「 一 、 三 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 七 ○ 円 」 を 「 二 、 七 二 ○ 円 」

に 、 「 一 、 七 九 ○ 円 」 を 「 一 、 八 三 ○ 円 」 に 、 「 三 、 五 九 ○ 円 」 を 「 三 、 六 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 九 ○ 円 」 を 「 一 、 六 二 ○ 円 」 に 、 「 三 、 一 八 ○ 円 」 を 「 三 、 二

四 ○ 円 」 に 、 「 二 、 三 一 ○ 円 」 を 「 二 、 三 五 ○ 円 」 に 、 「 二 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 九 ○ 円 」 に 、 「 四 、 一 一 ○ 円 」 を 「 四 、 一 九 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 ○ ○ 円 」 を

「 二 、 一 四 ○ 円 」 に 、 「 四 、 二 一 ○ 円 」 を 「 四 、 二 九 ○ 円 」 に 、 「 二 、 七 七 ○ 円 」 を 「 二 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 五 、 五 五 ○ 円 」 を 「 五 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 一

○ 円 」 を 「 二 、 五 六 ○ 円 」 に 、 「 五 、 ○ 三 ○ 円 」 を 「 五 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 一 、 六 四 ○ 円 」 を 「 一 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 二 、 二 一 ○ 円 」 を 「 二 、 二 五 ○ 円 」 に 、 「 四 、

四 二 ○ 円 」 を 「 四 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 九 二 ○ 円 」 を 「 九 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 八 五 ○ 円 」 を 「 一 、 八 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 三 ○ 円 」 を 「 一 、 二 五 ○ 円 」 に 、 「 二 、

四 六 ○ 円 」 を 「 二 、 五 一 ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 三 ○ 円 」 を 「 一 、 一 五 ○ 円 」 に 改 め 、 同 そ の 一 の 表 の 備 考 第 二 項 及 び 第 七 項 中 「 一 万 二 百 八 十 円 」 を 「 一 万 四 百

七 十 円 」 に 改 め 、 同 表 そ の 二 中 「 三 百 円 」 を 「 三 百 十 円 」 に 、 「 に あ つ て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 表 そ の 三 中 「 に あ つ て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 郷 土 文 化 会 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 郷 土 文 化 会 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 の 表 中 「 一 七 、 五 七 ○ 円 」 を 「 一 七 、 九 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 四 、 六 三 ○ 円 」 を 「 二 五 、 ○ 九 ○ 円 」 に 、 「 三 ○ 、 四 六 ○ 円 」 を 「 三 一 、 ○ 三 ○ 円 」 に 、

「 二 二 、 二 八 ○ 円 」 を 「 二 二 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 八 、 二 三 ○ 円 」 を 「 二 八 、 七 五 ○ 円 」 に 、 「 三 七 、 六 三 ○ 円 」 を 「 三 八 、 三 三 ○ 円 」 に 、 「 一 二 、 二 ○ ○ 円 」

を 「 一 二 、 四 三 ○ 円 」 に 、 「 一 六 、 三 五 ○ 円 」 を 「 一 六 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 一 九 、 ○ 一 ○ 円 」 を 「 一 九 、 三 七 ○ 円 」 に 、 「 四 、 八 二 ○ 円 」 を 「 四 、 九 一 ○ 円 」

に 、 「 六 、 三 二 ○ 円 」 を 「 六 、 四 四 ○ 円 」 に 、 「 七 、 四 七 ○ 円 」 を 「 七 、 六 一 ○ 円 」 に 、 「 四 、 一 二 ○ 円 」 を 「 四 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 五 、 四 一 ○ 円 」 を 「 五 、 五

一 ○ 円 」 に 、 「 六 、 五 五 ○ 円 」 を 「 六 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 七 九 ○ 円 」 を 「 八 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 三 ○ 円 」 を 「 一 、 一 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 五 ○ 円 」 を 「 一 、 三

八 ○ 円 」 に 、 「 五 五 ○ 円 」 を
「 五 六 ○ 円 」 に 、 「 六 六 ○ 円 」 を 「 六 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 五 ○ 円 」 を 「 一 、 二

七 ○ 円 」 に 、 「 一 、 四 七 ○ 円 」 を 「 一 、 四 九 ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 一 ○ 円 」 を 「 一 、 七 四 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 七 ○ 円 」 を 「 二 、 二 一 ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 二 ○ 円 」 を

「 二 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 一 ○ 円 」 を 「 二 、 五 六 ○ 円 」 に 、 「 三 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 二 六 ○ 円 」 に 、 「 四 、 ○ 二 ○ 円 」 を 「 四 、 ○ 九 ○ 円 」 に 、 「 八 、 ○ 四

○ 円 」 を 「 八 、 一 九 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 八 三 ○ 円 」 を 「 一 一 、 ○ 三 ○ 円 」 に 、 「 一 三 、 ○ 二 ○ 円 」 を 「 一 三 、 二 六 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 そ の 二 の 表 中 「 二 七 、 ○

○ ○ 円 」 を 「 二 七 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 八 、 四 一 ○ 円 」 を 「 一 八 、 七 五 ○ 円 」 に 、 「 五 、 四 一 ○ 円 」 を 「 五 、 五 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 六 六 ○ 円 」 を 「 三 、 七 二 ○

円 」 に 、 「 四 、 一 二 ○ 円 」 を 「 四 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 、 七 八 ○ 円 」 を 「 二 、 八 三 ○ 円 」 に 、 「 一 二 、 三 四 ○ 円 」 を 「 一 二 、 五 七 ○ 円 」 に 、 「 八 、 三 八 ○ 円 」 を

「 八 、 五 三 ○ 円 」 に 改 め る 。
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（ 徳 島 県 立 文 学 書 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 徳 島 県 立 文 学 書 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 九 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 九 、 二 一 ○ 円 」 に 、 「 四 、 五 二 ○ 円 」 を 「 四 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 七 一 ○ 円 」 を 「 七 三 ○ 円 」 に 、 「 四 、 ○ 九 ○ 円 」 を 「 四 、

一 六 ○ 円 」 に 、 「 六 、 五 八 ○ 円 」 を 「 六 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 七 八 ○ 円 」 を 「 七 九 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 六 ○ 円 」 を 「 一 、 二 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 、

○ 二 ○ 円 」 に 、 「 九 二 ○ 円 」 を 「 九 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 一 、 五 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 九 ○ 円 」 を 「 一 、 二 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 中 「 三 ○ ○ 円 」 を 「 三 一 ○ 円 」 に 、 「 二 四 ○ 円 」 を 「 二 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 阿 波 十 郎 兵 衛 屋 敷 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 徳 島 県 立 阿 波 十 郎 兵 衛 屋 敷 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 三 ○ ○ 円 」 を 「 三 一 ○ 円 」 に 、 「 二 四 ○ 円 」 を 「 二 五 ○ 円 」 に 、 「 三 二 ○ 円 」 を 「 三 三 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 の 1 の 表 中 「 二 、 四 三 ○ 円 」 を 「 二 、 四 八 ○ 円 」 に 、 「 五 、 一 一 ○ 円 」 を 「 五 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 五 ○ 円 」 を 「 二 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 五 、

五 七 ○ 円 」 を 「 五 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 三 、 九 九 ○ 円 」 を 「 四 、 ○ 六 ○ 円 」 に 、 「 八 、 四 七 ○ 円 」 を 「 八 、 六 三 ○ 円 」 に 、 「 四 、 三 二 ○ 円 」 を 「 四 、 四 ○ ○ 円 」

に 、 「 八 、 八 二 ○ 円 」 を 「 八 、 九 八 ○ 円 」 に 、 「 八 、 三 一 ○ 円 」 を 「 八 、 四 六 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 三 二 ○ 円 」 を 「 一 七 、 六 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 一 ○ 円 」 を 「 一 、

二 三 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 四 ○ 円 」 を 「 二 、 五 八 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 八 五 ○ 円 」 を 「 一 一 、 ○ 五 ○ 円 」 に 、 「 二 二 、 六 八 ○ 円 」 を 「 二 三 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 七 、

九 四 ○ 円 」 を 「 一 八 、 二 八 ○ 円 」 に 、 「 三 七 、 六 七 ○ 円 」 を 「 三 八 、 三 七 ○ 円 」 に 、 「 二 一 、 九 二 ○ 円 」 を 「 二 二 、 三 三 ○ 円 」 に 、 「 四 六 、 ○ 四 ○ 円 」 を 「 四

六 、 九 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 五 、 九 二 ○ 円 」 を 「 二 六 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 五 四 、 四 二 ○ 円 」 を 「 五 五 、 四 二 ○ 円 」 に 、 「 四 七 、 八 五 ○ 円 」 を 「 四 八 、 七 四 ○ 円 」 に 、

「 一 ○ ○ 、 四 九 ○ 円 」 を 「 一 ○ 二 、 三 五 ○ 円 」 に 、 「 六 、 六 四 ○ 円 」 を 「 六 、 七 六 ○ 円 」 に 、 「 一 三 、 八 二 ○ 円 」 を 「 一 四 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 五 ○ 円 」

を 「 一 、 五 八 ○ 円 」 に 、 「 三 、 二 五 ○ 円 」 を 「 三 、 三 一 ○ 円 」 に 、 「 一 、 八 八 ○ 円 」 を 「 一 、 九 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 七 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一

○ ○ 円 」 を 「 二 、 一 四 ○ 円 」 に 、 「 四 、 一 六 ○ 円 」 を 「 四 、 二 四 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 五 ○ 円 」 を 「 二 、 五 九 ○ 円 」 に 、 「 五 、 三 二 ○ 円 」 を 「 五 、 四 二 ○ 円 」 に 、

「 四 、 六 四 ○ 円 」 を 「 四 、 七 三 ○ 円 」 に 、 「 九 、 六 三 ○ 円 」 を 「 九 、 八 一 ○ 円 」 に 、 「 六 六 ○ 円 」 を 「 六 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 七 ○ 円 」 を 「 一 、 二 九 ○ 円 」 に

改 め 、 同 そ の 一 の 2 の 表 中 「 二 七 ○ 円 」 を 「 二 八 ○ 円 」 に 、 「 六 六 ○ 円 」 を 「 六 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 七 ○ 円 」 を 「 一 、 四 ○ ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 そ の 二 の 表 中

「 一 、 七 三 ○ 円 」 を 「 一 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 二 、 三 二 ○ 円 」 を 「 二 、 三 六 ○ 円 」 に 、 「 六 八 ○ 円 」 を 「 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 九 一 ○ 円 」 を 「 九 三 ○ 円 」 に 、 「 四 五 ○

円 」 を 「 四 六 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 第 八 項 中 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 、 「 五 百 七 十 円 」 を 「 五 百 八 十 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 佐 那 河 内 い き も の ふ れ あ い の 里 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）
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第 七 条 徳 島 県 立 佐 那 河 内 い き も の ふ れ あ い の 里 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 徳 島 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 五 一 ○ 円 」 を 「 五 二 ○ 円 」 に 、 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 四 八 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 中 「 に あ っ て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 保 健 製 薬 環 境 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 徳 島 県 立 保 健 製 薬 環 境 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 三 、 六 七 ○ 円 」 を 「 三 、 七 四 ○ 円 」 に 、 「 四 、 八 五 ○ 円 」 を 「 四 、 九 四 ○ 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 中 「 一 、 八 七 ○ 円 」 を 「 一 、 九 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 八 、 五 九 ○ 円 」 を 「 二 九 、 一 二 ○ 円 」 に 、 「 二 七 、 七 五 ○ 円 」 を 「 二 八 、 二 六 ○ 円 」 に 、 「 二 二 ○ 、

九 九 ○ 円 」 を 「 二 二 五 、 ○ 九 ○ 円 」 に 、 「 三 四 、 ○ 四 ○ 円 」 を 「 三 四 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 四 七 、 六 二 ○ 円 」 を 「 四 八 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 一

四 、 八 七 ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 六 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 一 八 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 一 八 、 四 三 ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー 、 徳 島 県 立 文 学 書 道 館 、 徳 島 県 立 中 央 武 道 館 又 は 徳 島 県 立 佐 那 河 内 い

き も の ふ れ あ い の 里 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 並 び に 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 三 項 中 「 平 成 三 十 二 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 三 十 三 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

保 育 所 等 の 施 設 の 整 備 に 要 す る 経 費 を 補 助 す る 事 業 そ の 他 の 子 ど も を 安 心 し て 育 て る こ と が で き る 環 境 の 整 備 に 係 る 事 業 を 引 き 続 き 推 進 す る た め 、 徳 島 県 安

心 こ ど も 基 金 の 設 置 の 期 間 を 延 長 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 七 号
徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 七 号 徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 立 総 合 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 立 総 合 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 立 総 合 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 一 、 六 四 ○ 円 」 を 「 一 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 二 、 四 六 ○ 円 」 を 「 二 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 、 二 六 ○ 円 」 を 「 二 、 三 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 四 ○ 円 」 を 「 一 、

五 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 八 五 ○ 円 」 を 「 一 、 八 八 ○ 円 」 に 、 「 九 二 ○ 円 」 を 「 九 三 ○ 円 」 に 、 「 一 、 四 三 ○ 円 」 を 「 一 、

四 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 三 ○ 円 」 を 「 一 、 三 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 三 ○ 円 」 を 「 一 、 二 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 五 ○ 円 」 を 「 一 、 九 八 ○ 円 」 に 、 「 二 、 七 七 ○ 円 」

を 「 二 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 七 ○ 円 」 を 「 二 、 七 一 ○ 円 」 に 、 「 四 、 九 三 ○ 円 」 を 「 五 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 六 、 五 八 ○ 円 」 を 「 六 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 五 、 九

六 ○ 円 」 を 「 六 、 ○ 七 ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 四 ○ 円 」 を 「 一 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 三 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 三 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 四 、 三 二 ○ 円 」 を 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 に 、

「 三 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 九 七 ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 一 四 、 七 六 ○ 円 」 に 、 「 一 九 、 三 三 ○ 円 」 を 「 一 九 、 六 八 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 六 九 ○ 円 」 を

「 一 八 、 ○ 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 診 療 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 診 療 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 二 項 第 一 号 中 「 千 五 百 四 十 円 」 を 「 千 五 百 六 十 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 障 が い 者 交 流 プ ラ ザ の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 立 障 が い 者 交 流 プ ラ ザ の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 七 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 の そ の 一 の 表 中 「 九 、 一 五 ○ 円 」 を 「 九 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 一 二 、 一 三 ○ 円 」 を 「 一 二 、 三 六 ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 一 、 二 ○ ○ 円 」

第 三 十 八 号
徳 島 県 立 総 合 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 総 合 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 八 号 徳 島 県 立 総 合 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て
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に 、 「 一 、 六 四 ○ 円 」 を 「 一 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 六 ○ 円 」 を 「 二 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 五 ○ 円 」 を 「 一 、 九 九 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 七 ○ 円 」 を 「 二 、 六

一 ○ 円 」 に 、 「 二 、 二 六 ○ 円 」 を 「 二 、 三 ○ ○ 円 」 に 、 「 七 一 ○ 円 」 を 「 七 三 ○ 円 」 に 、 「 九 二 ○ 円 」 を 「 九 四 ○ 円 」 に 、 「 八 二 ○ 円 」 を 「 八 三 ○ 円 」 に 、 「 二 、

八 七 ○ 円 」 を 「 二 、 九 三 ○ 円 」 に 、 「 三 、 八 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 八 七 ○ 円 」 に 、 「 三 、 三 九 ○ 円 」 を 「 三 、 四 五 ○ 円 」 に 、 「 五 、 一 四 ○ 円 」 を 「 五 、 二 三 ○ 円 」

に 、 「 六 、 七 八 ○ 円 」 を 「 六 、 九 一 ○ 円 」 に 、 「 六 、 ○ 六 ○ 円 」 を 「 六 、 一 八 ○ 円 」 に 、 「 六 、 五 八 ○ 円 」 を 「 六 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 八 、 二 二 ○ 円 」 を 「 八 、 三

八 ○ 円 」 に 、 「 七 、 九 一 ○ 円 」 を 「 八 、 ○ 六 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の そ の 二 の 表 中 「 五 一 ○ 円 」 を 「 五 二 ○ 円 」 に 、 「 二 五 ○ 円 」 を 「 二 六 ○ 円 」 に 、 「 三 ○ ○ 円 」

を 「 三 一 ○ 円 」 に 、 「 七 一 ○ 円 」 を 「 七 三 ○ 円 」 に 、 「 三 五 ○ 円 」 を 「 三 六 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の そ の 三 の 表 中 「 五 一 ○ 円 」 を 「 五 二 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備

考 第 五 項 中 「 千 二 十 円 」 を 「 千 四 十 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 手 数 料 の 額 及 び 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で

あ る 。
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徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 十 五 の 二 の 項 中 「 九 千 円 」 を 「 一 万 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 三 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

五 十 三 削 除

別 表 第 一 の 七 十 六 の 項 中 「 八 十 の 項 ま で 、 八 十 一 の 二 の 項 」 を 「 八 十 一 の 項 ま で 」 に 改 め 、 同 表 中 八 十 一 の 項 を 削 り 、 八 十 一 の 二 の 項 を 八 十 一 の 項 と し 、 同

表 の 八 十 一 の 三 の 項 中 「 八 十 一 の 四 の 項 」 を 「 八 十 一 の 三 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 の 八 十 一 の 二 の 項 と し 、 同 表 中 八 十 一 の 四 の 項 を 八 十 一 の 三 の 項 と し 、 同

表 の 八 十 一 の 五 の 項 中 「 八 十 一 の 六 の 項 」 を 「 八 十 一 の 五 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 の 八 十 一 の 四 の 項 と し 、 同 表 中 八 十 一 の 六 の 項 を 八 十 一 の 五 の 項 と し 、 同

表 の 八 十 一 の 七 の 項 中 「 八 十 一 の 九 の 項 」 を 「 八 十 一 の 八 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 の 八 十 一 の 六 の 項 と し 、 同 表 中 八 十 一 の 八 の 項 を 八 十 一 の 七 の 項 と し 、 八

十 一 の 九 の 項 か ら 八 十 一 の 十 一 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 表 の 八 十 三 の 二 の 項 及 び 八 十 三 の 三 の 項 中 「 附 則 第 三 条 及 び 第 六 条 」 を 「 附 則 第 六 条 」 に 改 め 、

「 又 は 医 薬 品 の 販 売 若 し く は 授 与 の 相 手 方 の 変 更 の 許 可 証 」 を 削 る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 八 十 三 の 二 の 項 及 び 八 十 三 の 三 の 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

第 三 十 九 号
徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 九 号 徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校

１０１

平成31年2月議案



提 案 理 由

毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 及 び 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 事 務 の 一 部 を 関 西 広 域 連 合 が 処 理 す る こ と と さ れ た こ

と に 伴 い 、 こ れ ら の 事 務 に 係 る 手 数 料 を 廃 止 す る と と も に 、 介 護 保 険 法 に 基 づ く 介 護 支 援 専 門 員 実 務 研 修 受 講 試 験 の 実 施 に 要 す る 費 用 が 増 大 す る こ と に 鑑 み 、

当 該 事 務 に 係 る 手 数 料 の 額 を 改 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校

１０２

平成31年2月議案



精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 中 「 第 三 十 一 条 」 を 「 第 三 十 一 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 号

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 号 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校

１０３

平成31年2月議案



◯104初校

平成31年2月議案



徳 島 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 が ん 対 策 推 進 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 第 二 号 中 「 受 動 喫 煙 （ 室 内 又 は こ れ に 準 ず る 環 境 に お い て 、 他 人 の た ば こ の 煙 を 吸 わ さ れ る 」 を 「 望 ま な い 受 動 喫 煙 （ 人 が 他 人 の 喫 煙 に よ り た ば こ か

ら 発 生 し た 煙 に さ ら さ れ る 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

健 康 増 進 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 鑑 み 、 所 要 の 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 一 号
徳 島 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 一 号 徳 島 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

再校

１０５

平成31年2月議案



◯106初校

平成31年2月議案



徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 三 年 徳 島 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 三 、 四 四 ○ 円 」 を 「 三 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 、 五 二 ○ 円 」 を 「 四 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 八 五 ○ 円 」 を 「 八 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 八 ○ 円 」 を 「 一 、

二 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 一 、 五 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 ○ 三 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 八 ○ 円 」 を 「 二 、 七 二 ○ 円 」 に 、 「 三 、 六 六 ○ 円 」

を 「 三 、 七 二 ○ 円 」 に 、 「 四 三 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 四 四 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 二 九 、 四 一 ○ 円 」 を 「 二 九 、 九 五 ○ 円 」 に 、 「 三 ○ 、 三 四 ○ 円 」 を 「 三 ○ 、 九 ○ ○ 円 」

に 、 「 三 八 、 六 七 ○ 円 」 を 「 三 九 、 三 八 ○ 円 」 に 、 「 四 ○ 、 二 一 ○ 円 」 を 「 四 ○ 、 九 五 ○ 円 」 に 、 「 五 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 五 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 八 ○ 円 」 を

「 一 、 三 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 九 五 ○ 円 」 を 「 一 四 、 一 八 ○ 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 中 「 七 一 、 九 八 ○ 円 」 を 「 七 三 、 三 一 ○ 円 」 に 、 「 四 七 、 ○ 四 ○ 円 」 を 「 四 七 、 九 一 ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 四 ○ 円 」 を 「 一 、 五 六 ○ 円 」 に 、 「 二 三 、

七 二 ○ 円 」 を 「 二 四 、 一 五 ○ 円 」 に 、 「 四 、 七 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 七 八 ○ 円 」 に 、 「 三 一 ○ 円 」 を 「 三 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 ○ ○ 円 」 を 「 一 、 三 二 ○ 円 」 に 改 め

る 。
（ 徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 一 ○ 、 九 八 ○ 円 」 を 「 一 一 、 一 八 ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 六 四 ○ 円 」 を 「 一 四 、 九 一 ○ 円 」 に 、 「 六 一 ○ 円 」 を 「 六 二 ○ 円 」 に 、 「 八 二 ○ 円 」 を 「 八 三

○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 大 鳴 門 橋 架 橋 記 念 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 十 二 号
徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 二 号 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

再校

１０７

平成31年2月議案



第 三 条 徳 島 県 立 大 鳴 門 橋 架 橋 記 念 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 二 五 ○ 円 」 を 「 二 六 ○ 円 」 に 、 「 三 二 ○ 円 」 を 「 三 三 ○ 円 」 に 、 「 六 一 ○ 円 」 を 「 六 二 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 産 業 観 光 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 徳 島 県 立 産 業 観 光 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 五 年 徳 島 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 一 七 八 、 二 五 ○ 円 」 を 「 一 八 一 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 四 四 、 五 五 ○ 円 」 を 「 四 五 、 三 七 ○ 円 」 に 、 「 二 一 三 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 二 一 七 、 八 六 ○ 円 」 に 、

「 五 三 、 四 七 ○ 円 」 を 「 五 四 、 四 六 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 八 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 一 ○ 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 二 七 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 二 七 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 一 二 九 、 四

八 ○ 円 」 を 「 一 三 一 、 八 七 ○ 円 」 に 、 「 三 二 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 三 三 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 一 六 二 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 六 五 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 四 ○ 、 五 七 ○ 円 」 を

「 四 一 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 一 九 四 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 一 九 八 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 八 、 六 五 ○ 円 」 を 「 四 九 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 二 一 六 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 二 二 ○ 、

○ ○ ○ 円 」 に 、 「 五 四 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 五 五 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 二 五 八 、 九 八 ○ 円 」 を 「 二 六 三 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 六 四 、 八 ○ ○ 円 」 を 「 六 六 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、

「 八 ○ 、 七 三 ○ 円 」 を 「 八 二 、 二 二 ○ 円 」 に 、 「 二 ○ 、 二 三 ○ 円 」 を 「 二 ○ 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 九 六 、 九 八 ○ 円 」 を 「 九 八 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 二 四 、 三 二 ○ 円 」

を 「 二 四 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 八 二 ○ 円 」 を 「 一 八 、 一 五 ○ 円 」 に 、 「 五 、 九 七 ○ 円 」 を 「 六 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 九 、 ○ 一 ○ 円 」 を 「 九 、 一 七 ○ 円 」 に 、 「 三 、

○ 三 ○ 円 」 を 「 三 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 七 、 三 三 ○ 円 」 を 「 七 、 四 六 ○ 円 」 に 、 「 八 三 ○ 円 」 を 「 八 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 六 七 ○ 円 」 を 「 一 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 ○

○ 円 」 を 「 三 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 七 六 ○ 円 」 を 「 三 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 九 三 ○ 円 」 を 「 九 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 八 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 一 ○ 円 」 に 、 「 三 二 、 五 ○ ○

円 」 を 「 三 三 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 四 、 一 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 美 馬 野 外 交 流 の 郷 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 徳 島 県 立 美 馬 野 外 交 流 の 郷 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 徳 島 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 の 表 中 「 一 二 、 三 四 ○ 円 」 を 「 一 二 、 五 六 ○ 円 」 に 、 「 八 二 ○ 円 」 を 「 八 三 ○ 円 」 に 、 「 三 、 五 九 ○ 円 」 を 「 三 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 六 、 一 七 ○ 円 」

を 「 六 、 二 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 二 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 三 ○ 円 」 に 、 「 七 七 ○ 円 」 を 「 七 八 ○ 円 」 に 改 め 、 同 そ の 一 の 表 の 備 考 第 三 項 中 「 三 千 八 十 円 」 を 「 三 千

百 三 十 円 」 に 改 め 、 同 表 そ の 二 の 表 中 「 一 、 ○ 二 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 三 ○ 円 」 に 改 め 、 同 そ の 二 の 表 の 備 考 第 四 項 中 「 千 二 十 円 」 を 「 千 三 十 円 」 に 改 め 、 同 表

そ の 三 の 表 中 「 三 ○ ○ 円 」 を 「 三 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 渦 の 道 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 徳 島 県 立 渦 の 道 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 二 五 ○ 円 」 を 「 二 六 ○ 円 」 に 、 「 三 二 ○ 円 」 を 「 三 三 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 あ す た む ら ん ど の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 徳 島 県 立 あ す た む ら ん ど の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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別 表 第 一 中 「 一 、 二 八 ○ 円 」 を 「 一 、 三 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 九 ○ 円 」 を 「 一 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 三 六 ○ 円 」 を 「 二 、 四 ○ ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 第

二 項 中 「 三 千 七 十 円 」 を 「 三 千 百 二 十 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 そ の 一 の 表 中 「 三 ○ ○ 円 」 を 「 三 一 ○ 円 」 に 、 「 二 四 ○ 円 」 を 「 二 五 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 そ の 二 の 表 中 「 三 ○ ○ 円 」 を 「 三 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 ○ ○

○ 円 」 を 「 三 、 一 ○ ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 中 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 別 表 第 一 の 改 正 規 定 （ 「 一 ○ 、

九 五 ○ 円 」 を 「 一 四 、 一 八 ○ 円 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

2 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 申 請 等 が な さ れ て い る 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 施 設 （ 起 業 家 支 援 室 及 び 研 究 室 （ 次 項 に お い て 「 起 業 家 支 援 室 等 」 と い う 。 ）

を 除 く 。 ） の 利 用 又 は 設 計 等 に 係 る 使 用 料 又 は 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

3 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 起 業 家 支 援 室 等 の 利 用 に 係 る 平 成 三 十 一 年 十 月 分 ま で の 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

4 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 中 央 テ ク ノ ス ク ー ル の 多 目 的 ホ ー ル 又 は 在 職 者 訓 練 棟 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前

の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 立 産 業 観 光 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

5 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 産 業 観 光 交 流 セ ン タ ー の 施 設 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 立 あ す た む ら ん ど の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

6 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 あ す た む ら ん ど の 施 設 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

7 こ の 条 例 の 施 行 前 に 発 行 さ れ た 吉 野 川 め ぐ り の 利 用 に 係 る 回 数 券 の う ち 未 使 用 の も の に つ い て は 、 第 七 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 徳 島 県 立 あ す た む ら ん ど の

設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 別 表 第 二 そ の 二 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 後 も な お そ の 効 力 を 有 し 、 そ の 使 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 並 び に 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提
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出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 肥 料 等 の 不 当 に 大 量 な 施 用 等 の 防 止 に 関 す る 条 例 及 び 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 肥 料 等 の 不 当 に 大 量 な 施 用 等 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 肥 料 等 の 不 当 に 大 量 な 施 用 等 の 防 止 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 第 一 条 の 二 第 一 項 」 を 「 第 二 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 （ 平 成 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 百 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 二 条 第 三 項 第 一 号 中 「 第 十 一 条 」 を 「 第 二 十 四 条 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

農 薬 取 締 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 三 号
徳 島 県 肥 料 等 の 不 当 に 大 量 な 施 用 等 の 防 止 に 関 す る 条 例 及 び 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に

つ い て

徳 島 県 肥 料 等 の 不 当 に 大 量 な 施 用 等 の 防 止 に 関 す る 条 例 及 び 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 三 号 徳 島 県 肥 料 等 の 不 当 に 大 量 な 施 用 等 の 防 止 に 関 す る 条 例 及 び 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 保 健 衛 生 に 関 す る 試 験 検 査 手 数 料 の 項 中 「 二 、 四 六 ○ 円 」 を 「 八 、 八 二 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 家 畜 去 勢 料 の 項 中 「 三 、 二 四 ○ 円 」 を 「 五 、 四 ○ ○ 円 」 に

改 め 、 同 表 除 角 料 の 項 中 「 一 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 三 、 二 四 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 証 明 書 交 付 手 数 料 の 項 中 「 五 二 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 八 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 人 工 授 精

手 数 料 の 項 中 「 二 、 一 六 ○ 円 」 を 「 三 、 二 四 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 受 精 卵 移 植 手 数 料 の 項 中 「 八 、 二 二 ○ 円 」 を 「 八 、 六 四 ○ 円 」 に 改 め る 。

第 二 条 徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 家 畜 保 健 衛 生 所 の 施 設 使 用 料 の 項 中 「 一 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 一 、 一 ○ ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 保 健 衛 生 に 関 す る 試 験 検 査 手 数 料 の 項 中 「 八 、 八 二 ○ 円 」 を 「 八 、

八 五 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 家 畜 去 勢 料 の 項 中 「 五 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 五 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 ○ ○ 円 」 を 「 三 一 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 除 角 料 の 項 中 「 三 、 二 四 ○ 円 」

を 「 三 、 三 ○ ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 妊 娠 鑑 定 料 の 項 中 「 五 二 ○ 円 」 を 「 五 三 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 証 明 書 交 付 手 数 料 の 項 中 「 二 、 四 六 ○ 円 」 を 「 二 、 五 一 ○ 円 」

に 、 「 一 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 一 、 一 ○ ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 証 明 書 再 交 付 手 数 料 の 項 中 「 三 ○ ○ 円 」 を 「 三 一 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 人 工 授 精 手 数 料 の 項 中 「 三 、 二

四 ○ 円 」 を 「 三 、 三 ○ ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 受 精 卵 移 植 手 数 料 の 項 中 「 八 、 六 四 ○ 円 」 を 「 八 、 八 ○ ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 受 精 卵 採 取 手 数 料 の 項 中 「 三 ○ 、 八 五

○ 円 」 を 「 三 一 、 四 二 ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 の 規 定 は 、 同 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

第 四 十 四 号
徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 四 号 徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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提 案 理 由

家 畜 保 健 衛 生 所 が 実 施 す る 家 畜 診 療 業 務 に つ い て 、 他 の 家 畜 診 療 施 設 と の 均 衡 等 を 勘 案 し 、 家 畜 去 勢 料 等 の 限 度 額 を 改 め る と と も に 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税

の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校

１１４

平成31年2月議案



徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 第 二 項 の 表 中 「 四 七 ○ 円 」 を 「 四 八 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 貯 木 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 貯 木 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 の 表 中 「 三 五 ・ 六 四 円 」 を 「 三 六 ・ 三 円 」 に 、 「 四 一 ・ ○ 四 円 」 を 「 四 一 ・ 八 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 六 条 第 一 項 中 「 六 百 十 円 」 を 「 六 百 二 十 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 一 中 「 三 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 三 、 一 三 ○ 円 」 に 改 め 、 林 内 作 業 車 集 材 作 業 運 転 特 別 教 育 研 修 の 項 を 削 り 、 「 一 、 ○ 二 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 三 ○ 円 」 に 改 め

る 。
別 表 第 二 中 「 二 、 五 九 ○ 円 」 を 「 二 、 六 三 ○ 円 」 に 、 「 三 、 四 五 ○ 円 」 を 「 三 、 五 一 ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 五 ○ 円 」 を 「 一 、 七 八 ○ 円 」 に 、 「 二 、 三 三 ○ 円 」

を 「 二 、 三 七 ○ 円 」 に 、 「 五 、 一 四 ○ 円 」 を 「 五 、 二 三 ○ 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 三 中 「 三 五 、 四 八 ○ 円 」 を 「 三 六 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 三 、 三 四 ○ 円 」 を 「 三 、 四 ○ ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 土 地 改 良 財 産 の 管 理 及 び 処 分 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 十 五 号
徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 五 号 徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て
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第 四 条 徳 島 県 土 地 改 良 財 産 の 管 理 及 び 処 分 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 一 二 三 円 」 を 「 一 二 五 円 」 に 、 「 八 五 円 」 を
「 八 六 円 」 に 、 「 五 二 二 円 」 を 「 五 三 一 円 」 に 、 「 三 八 七 円 」 を 「 三 九 四 円 」 に 、 「 三 五 四

円 」 を 「 三 六 ○ 円 」 に 、 「 二 四 三 円 」 を 「 二 四 七 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 （ 昭 和 四 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 一 の 1 の 表 中 「 三 五 」 を 「 三 六 」 に 改 め 、 同 一 の 2 の 表 中 「 五 四 ○ 」 を 「 五 五 ○ 」 に 、 「 一 ○ 八 」 を 「 一 一 ○ 」 に 改 め 、 同 表 の 二 の 表 中 「 六 三

円 」 を 「 六 四 円 」 に 、 「 二 五 円 二 五 円 」 を
「 二 五 円 二 六 円 」 に 、
「 三 ○ 円 三 ○ 円 」 を
「 三 ○ 円 三 一 円 」 に 、

「 二 一 六 円 」 を 「 二 二 ○ 円 」 に 、 「 五 四 ○ 円 」 を 「 五 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 の 一 の 表 中 「 八 ○ 円 」 を 「 八 一 円 」 に 、 「 一 二 八 円 」 を 「 一 三 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 二 の 表 中 「 一 二 八 円 」 を 「 一 三 ○ 円 」 に 、 「 三 二 四 円 」 を 「 三

三 ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 三 条 中 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 別 表 第 一 の 改 正

規 定 （ 林 内 作 業 車 集 材 作 業 運 転 特 別 教 育 研 修 の 項 を 削 る 部 分 に 限 る 。 ） は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 徳 島 県 貯 木 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

2 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 使 用 の 許 可 を 受 け て い る 貯 木 場 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 当 該 使 用 の 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

3 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 申 請 が な さ れ て い る 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー に お け る 研 修 に 係 る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

4 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 施 設 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 当 該 利 用 の 許 可 の 期 間 中

に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 土 地 改 良 財 産 の 管 理 及 び 処 分 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

5 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 目 的 外 使 用 の 許 可 を 受 け て い る 土 地 改 良 財 産 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 当 該 目 的 外 使 用 の 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の

例 に よ る 。
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（ 徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

6 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 届 出 を し 、 又 は 許 可 を 受 け て い る 漁 港 施 設 の 使 用 若 し く は 占 用 又 は 漁 港 の 区 域 内 の 水 域 若 し く は 公 共 空 地 に 係 る 土 砂 の 採 取 若 し く

は 占 用 に 係 る 使 用 料 、 占 用 料 又 は 土 砂 採 取 料 に つ い て は 、 当 該 届 出 又 は 許 可 に 係 る 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 並 び に 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 七 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

七 の 二 所 有 者 不 明 土 地 の 利 用 の 円 滑 化 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 平 成 三 十 年 法 律 第 四 十 九

号 ） 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 土 地 使 用 権 等 の 取 得 に つ い て の 裁 定 の 申 請 に 対 す る 審 査

1 当 該 裁 定 申 請 に 係 る 補 償 金 の 見 積 額 （ 以 下 こ の 項 に お

い て 「 見 積 額 」 と い う 。 ） が 十 万 円 以 下 の 場 合 二 万 七

千 円

2 見 積 額 が 十 万 円 を 超 え 百 万 円 以 下 の 場 合 二 万 七 千 円

に 見 積 額 の 十 万 円 を 超 え る 部 分 が 五 万 円 に 達 す る ご と に

二 千 七 百 円 を 加 え た 金 額

3 見 積 額 が 百 万 円 を 超 え 五 百 万 円 以 下 の 場 合 七 万 五 千

六 百 円 に 見 積 額 の 百 万 円 を 超 え る 部 分 が 十 万 円 に 達 す る

ご と に 三 千 四 百 円 を 加 え た 金 額

4 見 積 額 が 五 百 万 円 を 超 え 二 千 万 円 以 下 の 場 合 二 十 一

万 千 六 百 円 に 見 積 額 の 五 百 万 円 を 超 え る 部 分 が 百 万 円 に

達 す る ご と に 三 千 五 百 円 を 加 え た 金 額

5 見 積 額 が 二 千 万 円 を 超 え 一 億 円 以 下 の 場 合 二 十 六 万

第 四 十 六 号
徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 六 号 徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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七 の 三 所 有 者 不 明 土 地 の 利 用 の 円 滑 化 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 第 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ

く 土 地 等 使 用 権 の 存 続 期 間 の 延 長 に つ い て の 裁 定 の 申 請 に 対 す る 審 査

七 の 四 所 有 者 不 明 土 地 の 利 用 の 円 滑 化 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 第 三 十

七 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 土 地 の 収 用 又 は 使 用 に つ い て の 裁 定 の 申 請 に 対 す る 審 査

四 千 百 円 に 見 積 額 の 二 千 万 円 を 超 え る 部 分 が 四 百 万 円 に

達 す る ご と に 四 千 八 百 円 を 加 え た 額

6 見 積 額 が 一 億 円 を 超 え る 場 合 三 十 六 万 百 円

当 該 裁 定 申 請 に 係 る 補 償 金 の 見 積 額 に 応 じ て 七 の 二 の 項 に

掲 げ る 場 合 と 同 様 と す る 。

当 該 裁 定 申 請 に 係 る 補 償 金 の 見 積 額 に 応 じ て 七 の 二 の 項 に

掲 げ る 場 合 と 同 様 と す る 。

別 表 第 一 の 三 十 九 の 項 中 「 建 築 基 準 法 」 の 下 に 「 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ） 」 を 加 え 、 同 表 の 三 十 九 の 二 の 項 中 「 に あ っ て は 」 を 「 に は 」 に 、 「 二 十 一

万 円 」 を 「 二 十 万 五 千 円 」 に 、 「 二 十 七 万 九 千 円 」 を 「 二 十 七 万 四 千 円 」 に 、 「 三 十 二 万 円 」 を 「 三 十 一 万 二 千 円 」 に 、 「 四 十 二 万 五 千 円 」 を 「 四 十 一 万 五 千 円 」

に 、 「 七 十 七 万 四 千 円 」 を 「 七 十 六 万 二 千 円 」 に 、 「 十 四 万 六 千 円 」 を 「 十 四 万 二 千 円 」 に 、 「 十 八 万 千 円 」 を 「 十 七 万 六 千 円 」 に 、 「 二 十 万 千 円 」 を 「 十 九 万 四

千 円 」 に 、 「 二 十 五 万 四 千 円 」 を 「 二 十 四 万 五 千 円 」 に 、 「 四 十 二 万 八 千 円 」 を 「 四 十 一 万 六 千 円 」 に 改 め 、 同 表 の 三 十 九 の 三 の 項 中 「 二 十 一 万 円 」 を 「 二 十 万

五 千 円 」 に 、 「 二 十 二 万 六 千 円 」 を 「 二 十 三 万 円 」 に 、 「 二 十 七 万 九 千 円 」 を 「 二 十 七 万 四 千 円 」 に 、 「 三 十 万 千 円 」 を 「 三 十 万 六 千 円 」 に 、 「 三 十 二 万 円 」 を 「 三

十 一 万 二 千 円 」 に 、 「 三 十 四 万 五 千 円 」 を 「 三 十 五 万 千 円 」 に 、 「 四 十 二 万 五 千 円 」 を 「 四 十 一 万 五 千 円 」 に 、 「 四 十 五 万 八 千 円 」 を 「 四 十 六 万 六 千 円 」 に 、 「 七

十 七 万 四 千 円 」 を 「 七 十 六 万 二 千 円 」 に 、 「 八 十 三 万 五 千 円 」 を 「 八 十 五 万 円 」 に 、 「 十 四 万 六 千 円 」 を 「 十 四 万 二 千 円 」 に 、 「 「 十 五 万 八 千 円 」 を 「 「 十 六 万 円 」

に 、 「 十 八 万 千 円 」 を 「 十 七 万 六 千 円 」 に 、 「 十 九 万 五 千 円 」 を 「 十 九 万 九 千 円 」 に 、 「 二 十 万 千 円 」 を 「 十 九 万 四 千 円 」 に 、 「 二 十 一 万 六 千 円 」 を 「 二 十 二 万 円 」

に 、 「 二 十 五 万 四 千 円 」 を 「 二 十 四 万 五 千 円 」 に 、 「 二 十 七 万 四 千 円 」 を 「 二 十 七 万 九 千 円 」 に 、 「 四 十 二 万 八 千 円 」 を 「 四 十 一 万 六 千 円 」 に 、 「 四 十 六 万 千 円 」

を 「 四 十 七 万 円 」 に 改 め 、 同 表 の 四 十 一 の 項 、 四 十 四 の 項 及 び 四 十 八 の 項 中 「 第 八 十 七 条 の 二 」 を 「 第 八 十 七 条 の 四 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 四 の 項 中 「 十 八 万 円 」

の 下 に 「 （ 建 築 基 準 法 第 四 十 八 条 第 十 六 項 第 一 号 に 該 当 す る 場 合 に は 十 二 万 円 、 同 項 第 二 号 に 該 当 す る 場 合 に は 十 四 万 円 ） 」 を 加 え 、 同 表 の 五 十 七 の 項 中 「 第 五

十 三 条 第 五 項 第 三 号 」 を 「 第 五 十 三 条 第 六 項 第 三 号 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 五 の 二 の 項 中 「 第 六 十 七 条 の 三 第 三 項 第 二 号 」 を 「 第 六 十 七 条 第 三 項 第 二 号 」 に 改 め 、

同 表 の 七 十 八 の 三 の 項 中 「 第 八 十 六 条 の 八 第 三 項 」 の 下 に 「 （ 同 法 第 八 十 七 条 の 二 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え

る 。
七 十 八 の 四 建 築 基 準 法 第 八 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 全 体 計 画 の 認 定 の 申 請 に 対 す

る 審 査

七 十 八 の 五 建 築 基 準 法 第 八 十 七 条 の 三 第 五 項 の 規 定 に 基 づ く 建 築 物 の 用 途 を 変 更 し て 興 行

場 等 と し て 使 用 す る こ と の 許 可 の 申 請 に 対 す る 審 査

二 万 七 千 円

十 二 万 円
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七 十 八 の 六 建 築 基 準 法 第 八 十 七 条 の 三 第 六 項 の 規 定 に 基 づ く 建 築 物 の 用 途 を 変 更 し て 特 別

興 行 場 等 と し て 使 用 す る こ と の 許 可 の 申 請 に 対 す る 審 査

十 六 万 円

別 表 第 二 中 二 の 項 を 三 の 項 と し 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

四 別 表 第 一 の 百 の 項 の 事 務 の う ち 、 建 築 士 法 の 規 定 に よ る 一 級 建 築 士 事 務 所 、 二 級 建 築 士

事 務 所 及 び 木 造 建 築 士 事 務 所 の 登 録 を 受 け て い る こ と の 証 明 書 の 交 付 の 申 請 に 対 す る 審 査

の 事 務

建 築 士 法 第 二 十 六 条 の 三 に 規 定 す る 指 定 事 務 所 登 録 機 関

別 表 第 二 の 一 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

二 別 表 第 一 の 八 十 一 の 項 及 び 八 十 二 の 項 の 事 務 建 築 士 法 第 二 十 六 条 の 三 に 規 定 す る 指 定 事 務 所 登 録 機 関

附 則

1 こ の 条 例 は 、 建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 三 十 年 法 律 第 六 十 七 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定

め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 別 表 第 二 の 改 正 規 定 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日

二 別 表 第 一 の 七 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 改 正 規 定 平 成 三 十 一 年 六 月 一 日

三 別 表 第 一 の 三 十 九 の 三 の 項 の 改 正 規 定 （ 「 二 十 二 万 六 千 円 」 を 「 二 十 三 万 円 」 に 改 め る 部 分 、 「 三 十 万 千 円 」 を 「 三 十 万 六 千 円 」 に 改 め る 部 分 、 「 三 十 四

万 五 千 円 」 を 「 三 十 五 万 千 円 」 に 改 め る 部 分 、 「 四 十 五 万 八 千 円 」 を 「 四 十 六 万 六 千 円 」 に 改 め る 部 分 、 「 八 十 三 万 五 千 円 」 を 「 八 十 五 万 円 」 に 改 め る 部 分 、

「 「 十 五 万 八 千 円 」 を 「 「 十 六 万 円 」 に 改 め る 部 分 、 「 十 九 万 五 千 円 」 を 「 十 九 万 九 千 円 」 に 改 め る 部 分 、 「 二 十 一 万 六 千 円 」 を 「 二 十 二 万 円 」 に 改 め る 部 分 、

「 二 十 七 万 四 千 円 」 を 「 二 十 七 万 九 千 円 」 に 改 め る 部 分 及 び 「 四 十 六 万 千 円 」 を 「 四 十 七 万 円 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日

2 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 際 現 に 申 請 が な さ れ て い る 一 級 建 築 士 事 務 所 、 二 級 建 築 士 事 務 所 及 び 木 造 建 築 士 事 務 所 の 登 録 並 び に こ れ ら の 登 録 を 受 け

て い る こ と の 証 明 書 の 交 付 に 係 る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

3 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 際 現 に な さ れ て い る 建 築 基 準 法 第 六 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に 準 じ て 行 わ れ る 構 造 計 算 適 合 性 判 定 の 申 請 に 対 す る 審 査 に 係

る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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提 案 理 由

所 有 者 不 明 土 地 の 利 用 の 円 滑 化 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 が 制 定 さ れ た こ と に 伴 い 、 地 域 福 利 増 進 事 業 に 係 る 土 地 使 用 権 等 の 取 得 に つ い て の 裁 定 の 申 請 に 対 す る

審 査 に 係 る 手 数 料 等 の 額 を 定 め る と と も に 、 建 築 基 準 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 建 築 物 の 用 途 変 更 に 係 る 全 体 計 画 の 認 定 の 申 請 に 対 す る 審 査 に 係 る 手

数 料 等 の 額 を 定 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

三校

１２２

平成31年2月議案



徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 一 の 表 の 注 第 五 項 中 「 百 分 の 百 八 」 を 「 百 分 の 百 十 」 に 改 め る 。

（ 道 路 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 道 路 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 二 項 中 「 百 分 の 百 八 」 を 「 百 分 の 百 十 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 三 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 の 一 の 表 中 「 一 四 、 二 六 一 円 」 を 「 一 四 、 五 二 五 円 」 に 、 「 一 四 ○ 円 」 を 「 一 四 三 円 」 に 改 め 、 同 表 の 二 の 表 中 「 五 八 円 」 を 「 五 九 円 」 に 、 「 六 六

円 」 を 「 六 八 円 」 に 、 「 四 九 円 」 を 「 五 ○ 円 」 に 、 「 七 六 五 円 」 を 「 七 七 九 円 」 に 、 「 三 七 円 」 を 「 三 八 円 」 に 、 「 六 三 円 」 を 「 六 四 円 」 に 、 「 三 八 七 円 」 を 「 三

九 四 円 」 に 改 め 、 同 表 の 三 の 表 中 「 六 四 五 円 」 を 「 六 五 六 円 」 に 、 「 一 、 二 八 六 円 」 を 「 一 、 三 ○ 九 円 」 に 、 「 六 、 四 六 九 円 」 を 「 六 、 五 八 八 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 三 の そ の 一 の 1 の 表 中 「 三 八 、 二 八 ○ 円 」 を 「 三 八 、 九 八 ○ 円 」 に 、 「 五 ○ 、 八 五 ○ 円 」 を 「 五 一 、 七 九 ○ 円 」 に 、 「 二 、 九 三 ○ 円 」 を 「 二 、 九 八 ○

円 」 に 、 「 四 、 五 一 ○ 円 」 を 「 四 、 五 九 ○ 円 」 に 、 「 五 、 五 五 ○ 円 」 を 「 五 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 八 、 五 一 ○ 円 」 を 「 八 、 六 六 ○ 円 」 に 、 「 三 八 二 、 一 四 ○ 円 」 を

「 三 八 九 、 二 一 ○ 円 」 に 、 「 五 ○ 八 、 六 八 ○ 円 」 を 「 五 一 八 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 五 、 二 九 ○ 円 」 を 「 五 、 三 八 ○ 円 」 に 、 「 七 、 二 三 ○ 円 」 を 「 七 、 三 六 ○ 円 」

に 、 「 一 一 、 二 四 ○ 円 」 を 「 一 一 、 四 四 ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 一 四 、 三 六 ○ 円 」 に 、 「 一 一 一 、 九 五 ○ 円 」 を 「 一 一 四 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 一 四 三 、

第 四 十 七 号
徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 七 号 徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

初校
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三 八 ○ 円 」 を 「 一 四 六 、 ○ 三 ○ 円 」 に 、 「 八 、 九 二 ○ 円 」 を 「 九 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 二 二 、 三 九 ○ 円 」 を 「 二 二 、 八 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 八 、 六 七 ○ 円 」 を 「 二 九 、

二 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 二 ○ 、 六 八 ○ 円 」 を 「 四 二 八 、 四 七 ○ 円 」 に 、 「 五 五 九 、 四 四 ○ 円 」 を 「 五 六 九 、 八 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 二 、 五 三 ○ 円 」 を 「 一 二 、 七 六 ○ 円 」

に 、 「 一 七 、 七 三 ○ 円 」 を 「 一 八 、 ○ 五 ○ 円 」 に 、 「 四 二 、 ○ 六 ○ 円 」 を 「 四 二 、 八 三 ○ 円 」 に 、 「 五 五 、 九 四 ○ 円 」 を 「 五 六 、 九 七 ○ 円 」 に 、 「 二 七 、 七 七 ○

円 」 を 「 二 八 、 二 八 ○ 円 」 に 、 「 四 二 、 五 八 ○ 円 」 を 「 四 三 、 三 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 七 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 七 五 ○ 円 」 に 、 「 三 、 六 一 ○ 円 」 を 「 三 、 六 七 ○ 円 」

に 、 「 一 一 一 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 一 一 三 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 一 七 ○ 、 三 三 ○ 円 」 を 「 一 七 三 、 四 八 ○ 円 」 に 、 「 五 、 四 一 ○ 円 」 を 「 五 、 五 一 ○ 円 」 に 、 「 七 、 二 二

○ 円 」 を 「 七 、 三 五 ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 一 一 、 三 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 ○ 三 ○ 円 」 を 「 一 七 、 三 四 ○ 円 」 に 、 「 五 七 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 五 八 、 九

七 ○ 円 」 に 、 「 八 九 、 一 二 ○ 円 」 を 「 九 ○ 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 五 、 五 六 ○ 円 」 を 「 五 、 六 六 ○ 円 」 に 、 「 八 、 五 六 ○ 円 」 を 「 八 、 七 一 ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 五 八 ○

円 」 を 「 一 一 、 七 九 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 八 二 ○ 円 」 を 「 一 八 、 一 五 ○ 円 」 に 、 「 二 ○ ○ 、 三 六 ○ 円 」 を 「 二 ○ 四 、 ○ 七 ○ 円 」 に 、 「 三 ○ 八 、 三 六 ○ 円 」 を 「 三

一 四 、 ○ 七 ○ 円 」 に 、 「 九 、 六 二 ○ 円 」 を 「 九 、 七 九 ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 八 二 ○ 円 」 を 「 一 五 、 ○ 九 ○ 円 」 に 、 「 二 ○ 、 ○ 三 ○ 円 」 を 「 二 ○ 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 三

○ 、 八 三 ○ 円 」 を 「 三 一 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 六 六 ○ 円 」 を
「 六 七 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 一 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 四 ○ 円 」

を 「 一 、 三 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 三 ○ 円 」 を 「 一 、 二 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 六 ○ 円 」 を 「 一 、 七 九 ○ 円 」 に 、 「 二 、 四 六 ○ 円 」 を 「 二 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 八 ○ 円 」

を 「 一 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 一 ○ 円 」 を 「 一 、 九 四 ○ 円 」 に 、 「 三 、 五 四 ○ 円 」 を 「 三 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 、 七 六 ○ 円 」 を 「 三 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、

九 九 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 七 、 五 八 ○ 円 」 を 「 七 、 七 二 ○ 円 」 に 、 「 九 、 三 四 ○ 円 」 を 「 九 、 五 一 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 四 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 五 ○ 円 」

に 、 「 一 、 一 八 ○ 円 」 を 「 一 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 六 八 ○ 円 」 を
「 六 九 ○ 円 」 に 、
「 七 九 ○ 円 」 を
「 八 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、

四 一 ○ 円 」 を 「 一 、 四 三 ○ 円 」 に 、 「 二 、 八 三 ○ 円 」 を 「 二 、 八 八 ○ 円 」 に 、 「 二 、 三 六 ○ 円 」 を 「 二 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 、 一 三 ○ 円 」 を 「 四 、 二 ○ ○ 円 」

に 、 「 二 、 一 三 ○ 円 」 を 「 二 、 一 六 ○ 円 」 に 、 「 三 、 四 九 ○ 円 」 を 「 三 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 三 、 八 四 ○ 円 」 を 「 三 、 九 一 ○ 円 」 に 、 「 七 、 三 四 ○ 円 」 を 「 七 、 四

七 ○ 円 」 に 、 「 四 、 二 四 ○ 円 」 を 「 四 、 三 一 ○ 円 」 に 、 「 五 、 六 七 ○ 円 」 を 「 五 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 八 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 八 、 一 九 ○ 円 」 に 、 「 一 五 、 二 八 ○ 円 」

を 「 一 五 、 五 六 ○ 円 」 に 、 「 六 、 四 二 ○ 円 」 を 「 六 、 五 三 ○ 円 」 に 、 「 八 、 一 二 ○ 円 」 を 「 八 、 二 七 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 五 一 ○ 円 」 を 「 一 ○ 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 一

一 、 五 一 ○ 円 」 を 「 一 一 、 七 二 ○ 円 」 に 、 「 二 二 、 ○ 三 ○ 円 」 を 「 二 二 、 四 三 ○ 円 」 に 、 「 一 二 、 七 九 ○ 円 」 を 「 一 三 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 ○ 六 ○ 円 」 を

「 一 七 、 三 七 ○ 円 」 に 、 「 二 一 、 六 八 ○ 円 」 を 「 二 二 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 二 四 、 一 八 ○ 円 」 を 「 二 四 、 六 二 ○ 円 」 に 、 「 四 五 、 八 六 ○ 円 」 を 「 四 六 、 七 ○ ○ 円 」

に 、 「 三 五 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 三 五 、 八 五 ○ 円 」 に 、 「 四 三 、 ○ 二 ○ 円 」 を 「 四 三 、 八 一 ○ 円 」 に 、 「 五 七 、 三 八 ○ 円 」 を 「 五 八 、 四 四 ○ 円 」 に 、 「 六 一 、 六 五 ○

円 」 を 「 六 二 、 七 九 ○ 円 」 に 、 「 一 一 九 、 ○ 三 ○ 円 」 を 「 一 二 一 、 二 三 ○ 円 」 に 、 「 二 、 四 七 ○ 円 」 を
「 二 、 五 一 ○ 円 」 に 、 「 四 、 ○ 六 ○ 円 」 を
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「 四 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 四 八 ○ 円 」 に 、 「 八 、 四 六 ○ 円 」 を 「 八 、 六 一 ○ 円 」 に 、 「 五 、 二 ○ ○ 円 」 を
「 五 、 二 九 ○ 円 」

に 、 「 八 、 六 五 ○ 円 」 を 「 八 、 八 一 ○ 円 」 に 、 「 八 、 九 九 ○ 円 」 を 「 九 、 一 五 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 六 五 ○ 円 」 を 「 一 七 、 九 七 ○ 円 」 に 、 「 一 六 、 三 七 ○ 円 」 を 「 一

六 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 二 ○ 、 五 五 ○ 円 」 を 「 二 ○ 、 九 三 ○ 円 」 に 、 「 二 七 、 三 二 ○ 円 」 を 「 二 七 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 二 九 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 三 ○ 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、

「 五 六 、 八 三 ○ 円 」 を 「 五 七 、 八 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 八 九 ○ 円 」 を 「 一 、 九 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 二 八 ○ 円 」 を 「 二 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 五 ○ 円 」 を 「 二 、

五 九 ○ 円 」 に 、 「 三 、 一 一 ○ 円 」 を 「 三 、 一 六 ○ 円 」 に 、 「 五 、 六 六 ○ 円 」 を 「 五 、 七 六 ○ 円 」 に 、 「 三 、 九 四 ○ 円 」 を 「 四 、 ○ 一 ○ 円 」 に 、 「 四 、 五 ○ ○ 円 」

を 「 四 、 五 八 ○ 円 」 に 、 「 五 、 一 七 ○ 円 」 を 「 五 、 二 六 ○ 円 」 に 、 「 六 、 六 一 ○ 円 」 を 「 六 、 七 三 ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 七 八 ○ 円 」 を 「 一 一 、 九 九 ○ 円 」 に 、 「 一

○ 八 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 一 一 ○ 、 六 一 ○ 円 」 に 、 「 一 六 四 、 五 九 ○ 円 」 を 「 一 六 七 、 六 三 ○ 円 」 に 、 「 九 、 二 五 ○ 円 」 を 「 九 、 四 二 ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 ○ 一 ○ 円 」

を 「 一 四 、 二 六 ○ 円 」 に 、 「 一 九 、 ○ 四 ○ 円 」 を 「 一 九 、 三 九 ○ 円 」 に 、 「 二 八 、 八 七 ○ 円 」 を 「 二 九 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 八 ○ 、 二 九 ○ 円 」 を 「 一 八 三 、 六

二 ○ 円 」 に 、 「 二 七 三 、 二 一 ○ 円 」 を 「 二 七 八 、 二 六 ○ 円 」 に 、 「 一 五 、 三 五 ○ 円 」 を 「 一 五 、 六 三 ○ 円 」 に 、 「 二 三 、 二 七 ○ 円 」 を 「 二 三 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 三

一 、 六 一 ○ 円 」 を 「 三 二 、 一 九 ○ 円 」 に 、 「 四 七 、 九 二 ○ 円 」 を 「 四 八 、 八 ○ ○ 円 」 に 、 「 六 四 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 六 五 、 二 三 ○ 円 」 に 、 「 九 七 、 ○ 六 ○ 円 」 を

「 九 八 、 八 五 ○ 円 」 に 、 「 一 三 一 、 八 八 ○ 円 」 を 「 一 三 四 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 一 九 九 、 八 三 ○ 円 」 を 「 二 ○ 三 、 五 三 ○ 円 」 に 、 「 三 六 、 三 一 ○ 円 」 を 「 三 六 、

九 八 ○ 円 」 に 、 「 五 五 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 五 六 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 、 ○ 九 ○ 円 」 を 「 三 、 一 四 ○ 円 」 に 、 「 四 、 六 九 ○ 円 」 を 「 四 、 七 七 ○ 円 」 に 、 「 六 、 三 五 ○

円 」 を 「 六 、 四 六 ○ 円 」 に 、 「 九 、 六 四 ○ 円 」 を 「 九 、 八 一 ○ 円 」 に 、 「 二 一 、 四 三 ○ 円 」 を 「 二 一 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 三 二 、 四 七 ○ 円 」 を 「 三 三 、 ○ 七 ○ 円 」

に 、 「 四 四 、 一 二 ○ 円 」 を 「 四 四 、 九 三 ○ 円 」 に 、 「 六 六 、 八 五 ○ 円 」 を 「 六 八 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 二 、 三 一 ○ 円 」 を 「 二 、 三 五 ○ 円 」 に 、 「 四 、 七 六 ○ 円 」 を

「 四 、 八 四 ○ 円 」 に 、 「 七 、 二 一 ○ 円 」 を 「 七 、 三 四 ○ 円 」 に 、 「 三 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 三 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 四 、 六 六 ○ 円 」 を 「 四 、 七 四 ○ 円 」 に 、 「 六 、 三 四

○ 円 」 を 「 六 、 四 五 ○ 円 」 に 、 「 九 、 六 一 ○ 円 」 を 「 九 、 七 八 ○ 円 」 に 、 「 四 、 六 二 ○ 円 」 を 「 四 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 七 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 七 、 一 二 ○ 円 」 に 、 「 九 、

五 二 ○ 円 」 を 「 九 、 六 九 ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 四 三 ○ 円 」 を 「 一 四 、 六 九 ○ 円 」 に 、 「 六 五 ○ 円 」 を
「 六 六 ○ 円 」 に 、
「 九 九 ○ 円 」

を 「 一 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 五 ○ 円 」 を 「 一 、 三 七 ○ 円 」 に 、 「 二 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 四 、 九 六 ○ 円 」 を 「 五 、 ○ 五 ○ 円 」 に 、 「 一

○ 、 六 五 ○ 円 」 を 「 一 ○ 、 八 四 ○ 円 」 に 、 「 一 五 、 ○ 三 ○ 円 」 を 「 一 五 、 三 ○ ○ 円 」 に 、 「 六 九 ○ 円 」 を
「 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 五 ○

円 」 を 「 一 、 ○ 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 八 ○ 円 」 を 「 一 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 一 三 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の そ の 一 の 2 の 表 中 「 二 一 ○ 円 」 を

「 二 二 ○ 円 」 に 、 「 二 八 ○ 円 」 を 「 二 九 ○ 円 」 に 、 「 三 一 ○ 円 」 を 「 三 二 ○ 円 」 に 、 「 二 七 ○ 円 」 を 「 二 八 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の そ の 二 の 表 中 「 二 一 ○ 円 」 を

「 二 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 九 八 ○ 円 」 を 「 三 、 ○ 三 ○ 円 」 に 、 「 三 、 五 六 ○ 円 」 を 「 三 、 六 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 三 六 ○ 円 」 を 「 二 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 、 八 三 ○ 円 」
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を 「 二 、 八 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 八 ○ 円 」 を 「 一 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 六 ○ 円 」 を 「 一 、 七 九 ○ 円 」 に 、 「 八 、 五 九 ○ 円 」 を 「 八 、 七 四 ○ 円 」 に 、 「 一 二 、

二 九 ○ 円 」 を 「 一 二 、 五 一 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 五 四 ○ 円 」 に 、 「 三 、 五 八 ○ 円 」 を 「 三 、 六 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 五 ○ 円 」 を 「 一 、 二 七 ○ 円 」

に 、 「 一 、 七 八 ○ 円 」 を 「 一 、 八 一 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 三 ○ 円 」 を 「 二 、 一 六 ○ 円 」 に 、 「 三 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 三 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 七 ○ ○ 円 」 を 「 七 一 ○ 円 」

に 、 「 一 、 ○ 一 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 九 三 ○ 円 」 を 「 九 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 九 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 四 、 三 二 ○ 円 」 を 「 四 、 四 ○ ○ 円 」

に 、 「 六 、 四 八 ○ 円 」 を 「 六 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 二 、 五 三 ○ 円 」 を 「 二 二 、 九 四 ○ 円 」 に 、 「 一 三 、 一 五 ○ 円 」 を 「 一 三 、 三 九 ○ 円 」 に 、 「 六 、 二 六 ○ 円 」 を

「 六 、 三 七 ○ 円 」 に 、 「 五 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 五 、 一 七 ○ 円 」 に 、 「 三 、 八 四 ○ 円 」 を 「 三 、 九 一 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 四 九 ○ 円 」 を 「 一 七 、 八 一 ○ 円 」 に 、 「 六 、

六 九 ○ 円 」 を 「 六 、 八 一 ○ 円 」 に 、 「 一 五 、 二 九 ○ 円 」 を 「 一 五 、 五 七 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 一 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 四 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 五 ○

円 」 に 、 「 一 二 、 四 二 ○ 円 」 を 「 一 二 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 二 、 三 四 ○ 円 」 を 「 二 、 三 八 ○ 円 」 に 、 「 二 、 九 五 ○ 円 」 を 「 三 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 四 一 ○ 円 」 を

「 一 、 四 三 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 一 ○ 円 」 を 「 二 、 一 四 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の そ の 三 の 表 中 「 四 四 、 二 八 ○ 円 」 を 「 四 五 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 六 、 二 三 ○ 円 」 を

「 一 六 、 五 三 ○ 円 」 に 、 「 二 九 、 四 六 ○ 円 」 を 「 三 ○ 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 二 七 ○ 円 」 を 「 一 一 、 四 七 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 備 考 第 十 三 項 中 「 七 百 三 十 円 」

を 「 七 百 四 十 円 」 に 、 「 千 五 百 五 十 円 」 を 「 千 五 百 七 十 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 四 中 「 一 二 、 三 四 ○ 円 」 を 「 一 二 、 五 六 ○ 円 」 に 、 「 八 二 ○ 円 」 を 「 八 三 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 三 ○ 円 」 を 「 二 、 一 六 ○ 円 」 に 、 「 三 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 三 、

一 三 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 駐 車 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 徳 島 県 駐 車 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 二 項 中 「 千 八 十 円 」 を 「 千 百 円 」 に 、 「 三 百 円 」 を 「 三 百 十 円 」 に 改 め る 。

（ 河 川 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 河 川 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 流 水 占 用 料 （ そ の 二 ） の 表 中 「 三 、 七 八 ○ 円 」 を 「 三 、 八 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 の 注 第 四 項 及 び 別 表 第 三 の 注 第 二 項 中 「 百 分 の 百 八 」 を 「 百 分 の 百 十 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 （ 昭 和 三 十 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 の 一 の 表 の 注 第 四 項 及 び 同 表 の 二 の 表 の 注 第 四 項 中 「 百 分 の 百 八 」 を 「 百 分 の 百 十 」 に 改 め 、 同 表 の 三 の 表 そ の 一 中 「 三 、 二 四 ○ 円 」 を 「 三 、 三

○ ○ 円 」 に 、 「 四 、 三 二 ○ 円 」 を 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 、 八 五 ○ 円 」 を 「 四 、 九 三 ○ 円 」 に 、 「 三 千 三 百 九 十 円 」 を 「 三 千 四 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 三 の 表

そ の 二 中 「 四 時 間 ま で の 駐 車 に つ い て は 二 百 円 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 、 当 該 四 時 間 」 を 「 三 時 間 ま で の 駐 車 に つ い て は 二 百 円 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 、
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当 該 三 時 間 」 に 、 「 八 百 二 十 円 」 を 「 八 百 三 十 円 」 に 、 「 二 千 五 十 円 」 を 「 二 千 八 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 四 の 表 中 「 五 四 ○ 円 」 を 「 五 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 八

○ 円 」 を 「 一 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 一 、 四 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 九 ○ 円 」 を 「 二 、 六 三 ○ 円 」 に 、 「 四 、 九 六 ○ 円 」 を 「 五 、 ○ 五 ○ 円 」 に 、 「 三 、

九 九 ○ 円 」 を 「 四 、 ○ 六 ○ 円 」 に 、 「 七 、 六 六 ○ 円 」 を 「 七 、 八 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 、 七 五 ○ 円 」 を 「 四 、 八 三 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 ○ 三 ○ 円 」 を 「 一 ○ 、 二 一 ○

円 」 に 、 「 六 、 四 八 ○ 円 」 を 「 六 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 二 、 六 三 ○ 円 」 を 「 一 二 、 八 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 九 ○ 円 」 を 「 二 、 七 三 ○ 円 」 に 、 「 五 、 五 ○ ○ 円 」 を

「 五 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 、 五 五 ○ 円 」 を 「 三 、 六 一 ○ 円 」 に 、 「 八 、 四 二 ○ 円 」 を 「 八 、 五 七 ○ 円 」 に 、 「 五 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 五 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 ○

一 ○ 円 」 を 「 一 一 、 二 一 ○ 円 」 に 、 「 七 、 一 二 ○ 円 」 を 「 七 、 二 五 ○ 円 」 に 、 「 一 六 、 八 四 ○ 円 」 を 「 一 七 、 一 五 ○ 円 」 に 、 「 三 三 、 ○ 四 ○ 円 」 を 「 三 三 、 六

五 ○ 円 」 に 、 「 五 ○ 、 五 四 ○ 円 」 を 「 五 一 、 四 七 ○ 円 」 に 、 「 四 、 三 二 ○ 円 」 を 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 六 ○ 円 」 を 「 二 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 ○ ○ 円 」

を 「 一 、 七 三 ○ 円 」 に 、 「 三 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 一 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 海 岸 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 海 岸 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 一 の 表 の 注 第 四 項 及 び 同 表 の 二 の 表 の 注 第 二 項 中 「 百 分 の 百 八 」 を 「 百 分 の 百 十 」 に 改 め る 。

（ 港 湾 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 港 湾 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 一 の 表 の 注 第 三 項 及 び 同 表 の 二 の 表 の 注 第 二 項 中 「 百 分 の 百 八 」 を 「 百 分 の 百 十 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

2 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け て い る 法 定 外 公 共 用 財 産 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 当 該 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 道 路 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

3 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け 、 又 は 同 意 を 得 て い る 道 路 の 占 用 に 係 る 占 用 料 に つ い て は 、 当 該 許 可 又 は 同 意 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

4 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 又 は 承 認 を 受 け て い る 都 市 公 園 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 河 川 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

5 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 又 は 登 録 を 受 け て い る 河 川 の 流 水 の 占 用 等 に 係 る 流 水 占 用 料 等 に つ い て は 、 当 該 許 可 又 は 登 録 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例
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に よ る 。

（ 徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

6 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け て い る 港 湾 施 設 の 占 用 又 は 使 用 に 係 る 占 用 料 又 は 使 用 料 に つ い て は 、 当 該 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 海 岸 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

7 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け て い る 海 岸 保 全 区 域 若 し く は 一 般 公 共 海 岸 区 域 の 占 用 又 は 海 岸 保 全 区 域 内 若 し く は 一 般 公 共 海 岸 区 域 内 の 土 石 の 採 取 に

係 る 占 用 料 又 は 土 石 採 取 料 に つ い て は 、 当 該 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 港 湾 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

8 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け て い る 港 湾 区 域 内 の 水 域 若 し く は 公 共 空 地 の 占 用 又 は 港 湾 区 域 内 の 水 域 若 し く は 公 共 空 地 に お け る 土 砂 の 採 取 に 係 る 占

用 料 又 は 土 砂 採 取 料 に つ い て は 、 当 該 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 等 の 額 及 び 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由

で あ る 。
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徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 号 中 「 百 円 」 を 「 百 十 円 」 に 改 め 、 同 表 第 二 号 の 表 中 「 六 四 ○ 円 」 を 「 六 五 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 第 三 項 中 「 百 円 」 を 「 百 十 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 （ 平 成 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 中 「 二 、 二 六 ○ 円 」 を 「 二 、 三 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 、 七 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 七 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 三 ○ 円 」 を 「 一 、 一 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 八 三 ○ 円 」

を 「 一 、 八 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 六 ○ 円 」 を 「 二 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 、 四 九 ○ 円 」 を 「 三 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 三 、 三 九 ○ 円 」 を 「 三 、 四 五 ○ 円 」 に 、 「 五 、 六

五 ○ 円 」 を 「 五 、 七 五 ○ 円 」 に 、 「 四 、 三 二 ○ 円 」 を 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 六 四 ○ 円 」 を 「 一 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 七 ○ 円 」 を 「 二 、 七 一 ○ 円 」 に 、

「 六 、 七 八 ○ 円 」 を 「 六 、 九 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 一 一 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 八 、 四 一 ○ 円 」 を 「 八 、 五 六 ○ 円 」 に 、 「 四 、 ○ 九 ○ 円 」 を 「 四 、

一 六 ○ 円 」 に 、 「 六 、 五 八 ○ 円 」 を 「 六 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 五 、 二 二 ○ 円 」 を 「 五 、 三 一 ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 五 ○ 円 」 を 「 一 、 五 七 ○ 円 」 に 、 「 八 二 ○ 円 」 を 「 八

三 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 一 ○ 円 」 を 「 一 、 三 三 ○ 円 」 に 、 「 五 、 九 二 ○ 円 」 を 「 六 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 九 、 五 八 ○ 円 」 を 「 九 、 七 五 ○ 円 」 に 、 「 七 、 二 二 ○ 円 」 を

「 七 、 三 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の そ の 一 の 表 中 「 八 、 五 四 ○ 円 」 を 「 八 、 六 九 ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 三 九 ○ 円 」 を 「 一 一 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 八 、 八 二 ○ 円 」 を 「 八 、 九 八 ○ 円 」 に 、 「 四 、

第 四 十 八 号
徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 八 号 徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て
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一 七 ○ 円 」 を 「 四 、 二 四 ○ 円 」 に 、 「 五 、 六 五 ○ 円 」 を 「 五 、 七 五 ○ 円 」 に 、 「 四 、 四 四 ○ 円 」 を 「 四 、 五 二 ○ 円 」 に 、 「 三 、 二 九 ○ 円 」 を 「 三 、 三 五 ○ 円 」

に 、 「 四 、 四 六 ○ 円 」 を 「 四 、 五 四 ○ 円 」 に 、 「 三 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 五 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 ○ 二 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 五 ○ 円 」 に 、 「 二 、 七 四 ○ 円 」 を 「 二 、 七

九 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 六 ○ 円 」 を 「 二 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 一 、 二 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 六 二 ○ 円 」 を 「 一 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 七 ○ 円 」 を

「 一 、 二 九 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 一 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 六 ○ 円 」 を 「 一 、 三 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 一 、 一 ○ ○ 円 」 に 改 め 、 同 表

の そ の 二 の 表 中 「 三 ○ ○ 円 」 を 「 三 一 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 四 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 又 は 徳 島 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従

前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 の 額 及 び 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で

あ る 。
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徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 高 等 学 校 」 の 下 に 「 、 中 等 教 育 学 校 」 を 加 え る 。

第 三 条 第 一 項 の 表 県 立 学 校 の 職 員 の 項 中 「 二 、 七 五 八 人 」 を 「 二 、 七 二 二 人 」 に 改 め 、 同 表 県 費 負 担 教 職 員 の 項 中 「 四 、 九 ○ ○ 人 」 を 「 四 、 八 四 二 人 」 に 改

め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 第 一 項 の 改 正 規 定 は 、 同 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

県 立 学 校 並 び に 市 町 村 立 の 小 学 校 及 び 中 学 校 に お け る 児 童 生 徒 数 の 変 動 に 伴 う 学 級 数 等 の 減 少 等 に 鑑 み 、 学 校 職 員 の 定 数 の 適 正 な 管 理 を 図 る た め 、 県 立 学 校

の 職 員 及 び 県 費 負 担 教 職 員 の 定 数 を 改 め る と と も に 、 徳 島 県 立 城 ノ 内 中 等 教 育 学 校 が 設 置 さ れ る こ と に 伴 い 、 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例

案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 九 号
徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 九 号 徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校
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徳 島 県 立 学 校 使 用 料 、 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 立 学 校 使 用 料 、 手 数 料 徴 収 条 例 （ 昭 和 二 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

三 中 等 教 育 学 校 二 千 二 百 円

第 二 条 の 二 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

2 中 等 教 育 学 校 の 後 期 課 程 に 進 級 す る 者 及 び 中 等 教 育 学 校 の 後 期 課 程 又 は 高 等 学 校 に 転 学 し 、 又 は 編 入 学 す る 者 （ 学 校 に 在 学 す る 者 を 除 く 。 ） は 、 そ の 際 に

前 項 の 規 定 の 例 に よ り 入 学 料 に 相 当 す る 額 （ 第 五 条 に お い て 「 入 学 料 相 当 額 」 と い う 。 ） を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

第 三 条 第 一 項 中 「 、 次 の 」 を 「 次 の 」 に 改 め 、 「 受 講 料 を 」 の 下 に 「 、 中 等 教 育 学 校 の 後 期 課 程 の 在 学 者 は 次 の 授 業 料 を 」 を 加 え る 。

第 五 条 中 「 入 学 料 」 の 下 に 「 （ 入 学 料 相 当 額 を 含 む 。 第 八 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

徳 島 県 立 城 ノ 内 中 等 教 育 学 校 が 設 置 さ れ る こ と に 伴 い 、 中 等 教 育 学 校 の 入 学 考 査 料 等 を 定 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 号

徳 島 県 立 学 校 使 用 料 、 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 学 校 使 用 料 、 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 号 徳 島 県 立 学 校 使 用 料 、 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校
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文 化 財 の 保 護 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

文 化 財 の 保 護 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 条 の 見 出 し 中 「 お よ び 」 を 「 及 び 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 「 基 い て 」 を 「 基 づ い て 」 に 、 「 お よ び 」 を 「 及 び 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 特 別 の 事 情 」 を

「 当 該 県 指 定 有 形 文 化 財 の 適 切 な 管 理 の た め に 必 要 」 に 、 「 も つ ぱ ら 」 を 「 専 ら 」 に 、 「 代 り 」 を 「 代 わ り 」 に 、 「 責 に 」 を 「 責 め に 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 す

み や か 」 を 「 速 や か 」 に 改 め る 。

第 十 八 条 第 一 項 、 第 三 項 及 び 第 四 項 中 「 現 状 の 変 更 」 を 「 現 状 変 更 」 に 改 め る 。

第 四 十 二 条 中 「 き 棄 し 」 を 「 毀 棄 し 」 に 、 「 五 万 円 」 を 「 三 十 万 円 」 に 改 め る 。

第 四 十 三 条 中 「 き 損 し 」 を 「 毀 損 し 」 に 、 「 五 万 円 」 を 「 三 十 万 円 」 に 改 め る 。

第 四 十 三 条 の 二 中 「 現 状 の 変 更 」 を 「 現 状 変 更 」 に 、 「 三 万 円 」 を 「 十 五 万 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

文 化 財 保 護 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 鑑 み 、 県 指 定 有 形 文 化 財 を 損 壊 し た 者 等 及 び 県 指 定 史 跡 名 勝 天 然 記 念 物 を 滅 失 し た 者 等 に 対 す る 罰 金 の 額 を 引 き 上 げ

る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 一 号
文 化 財 の 保 護 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

文 化 財 の 保 護 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 一 号 文 化 財 の 保 護 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校
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徳 島 県 地 方 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 地 方 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 二 条 第 二 項 第 一 号 中 「 上 席 検 視 官 又 は 検 視 官 の 」 を 「 検 視 官 そ の 他 の 警 察 本 部 長 （ 以 下 「 本 部 長 」 と い う 。 ） が 指 定 す る 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 ロ 中 「 警

察 本 部 長 （ 以 下 「 」 及 び 「 」 と い う 。 ） 」 を 削 る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

他 の 都 道 府 県 と の 均 衡 を 考 慮 し 、 死 体 処 理 手 当 の 支 給 を 受 け る 警 察 職 員 の 区 分 を 改 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 二 号
徳 島 県 地 方 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 地 方 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 二 号 徳 島 県 地 方 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校
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徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 （ 昭 和 四 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 中 「 百 分 の 百 八 」 を 「 百 分 の 百 十 」 に 改 め る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 か ら 継 続 し て 供 給 し て い る 工 業 用 水 で 、 同 日 か ら 平 成 三 十 一 年 十 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 料 金 の 支 払 を 受 け る 権 利 が 確 定 さ れ る も の に

係 る 料 金 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 工 業 用 水 の 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 三 号
徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 三 号 徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校
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徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 （ 昭 和 四 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 た だ し 書 を 次 の よ う に 改 め る 。

た だ し 、 徳 島 県 藍 場 町 地 下 駐 車 場 に お け る 自 動 車 の 駐 車 場 へ の 入 車 及 び 駐 車 場 か ら の 出 車 の 取 扱 時 間 は 、 午 前 七 時 か ら 午 後 十 一 時 ま で の 間 と す る 。

第 五 条 第 二 項 中 「 三 百 円 」 を 「 三 百 十 円 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 千 二 百 三 十 円 」 を 「 千 二 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 八 百 二 十 円 」 を 「 八 百 三 十 円 」

に 改 め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 四 条 の 改 正 規 定 は 、 同 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 駐 車 場 の 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る と と も に 、 利 用 者 の 利 便 性 の 向 上 に 資 す る た め 、 徳 島 県 松

茂 駐 車 場 に お け る 入 車 の 取 扱 時 間 を 改 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 四 号
徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 四 号 徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 条 第 二 項 第 一 号 イ 中 「 五 千 四 百 円 」 を 「 五 千 五 百 円 」 に 改 め 、 同 号 ロ 中 「 七 百 七 十 円 」 を 「 七 百 八 十 円 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 二 千 七 百 円 」 を 「 二 千

七 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 中 「 一 万 二 百 八 十 円 」 を 「 一 万 四 百 七 十 円 」 に 改 め 、 同 項 第 六 号 中 「 六 千 四 百 八 十 円 」 を 「 六 千 六 百 円 」 に 改 め 、 同 項 第 七 号

中 「 五 千 四 百 円 」 を 「 五 千 五 百 円 」 に 改 め 、 同 項 第 八 号 中 「 五 千 四 百 円 」 を 「 五 千 五 百 円 」 に 、 「 に あ つ て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 第 三 号 中 「 五 千

百 四 十 円 」 を 「 五 千 二 百 三 十 円 」 に 改 め る 。

別 表 徳 島 県 立 中 央 病 院 の 項 中 「 神 経 内 科 」 を 「 脳 神 経 内 科 」 に 、 「 糖 尿 病 ・ 代 謝 内 科 」 を 「 糖 尿 病 ・ 代 謝 内 科 感 染 症 内 科 」 に 改 め 、 同 表 徳 島 県 立 三 好 病 院

の 項 中 「 循 環 器 内 科 」 を 「 循 環 器 内 科 脳 神 経 内 科 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 条 の 改 正 規 定 は 、 同 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

診 療 体 制 の 充 実 等 に 伴 い 、 徳 島 県 立 中 央 病 院 及 び 徳 島 県 立 三 好 病 院 の 診 療 科 目 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う と と も に 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ

ら れ た こ と に 鑑 み 、 県 立 病 院 の 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 五 号
徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 三 十 一 年 二 月 十 三 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 五 号 徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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提案理由

平成30年度県営土地改良事業費に対する受益市町負担金について，事業費の変更等に伴い追加する必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第56号

平成30年度県営土地改良事業費に対する受益市町負担金の追加について

平成30年10月10日議決を経た県営土地改良事業費に対する受益市町負担金について次のとおり追加する。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負 担 市 町 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

県 営 土 地 改 良 事 業 阿 南 市 老朽ため池等整備事業 10，000，000 1，800，000 2／10以内 事業費を増額又は減額
した場合は，事業費に対
する負担金の割合に応
じ，知事は負担金を増額
又は減額することができ
る。

吉 野 川 市 老朽ため池等整備事業 15，500，000 3，875，000 2．5／10以内

円 円

第56号 平成30年度県営土地改良事業費に対する受益市町負担金の追加について

初校

１４５

平成31年2月議案



◯146初校

平成31年2月議案



提案理由

平成30年度農地保全に係る地すべり防止事業費に対する受益町負担金について，地すべり等防止法第31条第2項の規定により議決を経る必要がある。これ ，が

この案件を提出する理由である。

第57号

平成30年度農地保全に係る地すべり防止事業費に対する受益町負担金について

平成30年度農地保全に係る地すべり防止事業費の一部を次のとおり受益町に負担させるものとする。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負 担 町 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

農地保全地すべり防止事

業

つ る ぎ 町 地すべり対策事業 20，000，000 3，333，333 1／6 事業費を増額又は減額
した場合は，事業費に対
する負担金の割合に応
じ，知事は負担金を増額
又は減額することができ
る。

円 円

第57号 平成30年度農地保全に係る地すべり防止事業費に対する受益町負担金について

初校

１４７

平成31年2月議案



◯148初校

平成31年2月議案



提案理由

平成30年度広域漁港整備事業費等に対する受益市町負担金について，事業費の変更等に伴い追加する必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第58号

平成30年度広域漁港整備事業費等に対する受益市町負担金の追加について

平成30年10月10日議決を経た広域漁港整備事業費等に対する受益市町負担金について次のとおり追加する。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負 担 市 町 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

広域漁港整備事業等 阿 南 市 広域漁港整備事業 30，000，000 4，200，000 14

事業費を増額又は減額
した場合は，事業費に対
する負担金の割合に応
じ，知事は負担金を増額
又は減額することができ
る。

円 円 ％

第58号 平成30年度広域漁港整備事業費等に対する受益市町負担金の追加について

初校

１４９

平成31年2月議案



◯150初校

平成31年2月議案



特定事業契約書中「4 契約金額 ()1 建替え整備業務に関する対価 642，950，000円」を「4 契約金額 ()1 建替え整備業務に関する対価 605，884，830

円」に，「4 契約金額 ()2 維持管理業務に関する対価 237，020，000円に物価変動による増減額等を加算した額」を「4 契約金額 ()2 維持管理業務に関

する対価 222，866，363円に物価変動による増減額等を加算した額」に改める。

提案理由

特定事業契約の契約金額の変更に伴い，民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律第12条の規定により議決を経る必要がある。これが，

この案件を提出する理由である。

第59号

徳島県警察駐在所整備等ＰＦＩ事業の特定事業契約の変更特定事業契約について

平成30年10月10日議決を経た徳島県警察駐在所整備等ＰＦＩ事業の特定事業契約の変更特定事業契約を次のとお
り締結する。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第59号 徳島県警察駐在所整備等ＰＦＩ事業の特定事業契約の変更特定事業契約について

再校

１５１

平成31年2月議案



◯152初校

平成31年2月議案





提案理由

権利の放棄について，地方自治法第96条第1項第10号の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

初校

１５４

平成31年2月議案





◯156初校

平成31年2月議案



1 契 約 の 目 的 当該契約に基づく監査及び監査の結果に関する報告

2 契 約 の 始 期 平成31年4月1日

3 契 約 金 額 12，571，429円を上限とする額

4 費 用 の 支 払 方 法 契約の定めるところによる。

5 契 約 の 相 手 方 徳島市城南町一丁目11番26号

堀 井 秀 知（弁護士）

提案理由

包括外部監査契約について，地方自治法第252条の36第1項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第62号

包括外部監査契約について

地方自治法第252条の36第1項の規定により，次のとおり包括外部監査契約を締結する。

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第62号 包括外部監査契約について

再校

１５７

平成31年2月議案



◯158初校

平成31年2月議案



記

組合と徳島県との間の公平委員会の事務の委託に関する規約

（公平委員会の事務の委託）

第1条 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第7条第4項の規定に基づき，組合（以下「甲」という。）は，同法第8条第2項に規定する公平委員会の事務

を徳島県（以下「乙」という。）に委託する。

（経費）

第2条 乙が前条の規定により委託を受けた事務（以下「委託事務」という。）を処理する場合において要する経費は，乙が支弁する。ただし，その費用は，甲

が負担するものとする。

（その他必要な事項）

第3条 この規約に定めるもののほか，委託事務の処理に関し必要な事項は，甲と乙とが協議して定める。

附 則

この規約は，平成31年4月1日から施行する。

第63号

公平委員会の事務の受託に関する協議について

公平委員会の事務を下記規約により，次の地方公共団体の組合から委託を受ける。

組合名

関西広域連合

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第63号 公平委員会の事務の受託に関する協議について

初校

１５９

平成31年2月議案



提案理由

地方公共団体の組合の公平委員会の事務を受託することについて，地方自治法第252条の14の規定により，議決を経る必要がある。これが，この案件を提出

する理由である。

初校

１６０

平成31年2月議案



記

市（町村）と徳島県との間の学校業務支援システムの共同化に関する事務の委託に関する規約

（委託事務の範囲）

第1条 市（町村）（以下「甲」という。）は，学校業務支援システムの共同化に関する次に掲げる事務（以下「委託事務」という。）の管理及び執行を徳島県

（以下「乙」という。）に委託する。

()1 学校業務支援システムの標準化及び共同化に関する事務

()2 学校業務支援システムの運用上の安全性の確保に関する事務

（管理及び執行の方法）

第2条 前条に掲げる事務の管理及び執行については，乙の条例及び規則その他の規程（以下「条例等」という。）の定めるところによるものとする。

（経費の負担及び予算の執行）

第3条 委託事務の管理及び執行に要する経費は，甲の負担とし，甲は，あらかじめ，これを乙に交付するものとする。

2 前項の経費の額及び交付の時期は，徳島県知事（以下「知事」という。）が，市（町村）長と協議して定める。この場合において，知事は，あらかじめ，

第64号

学校業務支援システムの共同化に関する事務の受託に関する協議について

学校業務支援システムの共同化に関する事務を下記規約により，次の市町村から委託を受ける。

市町村名

徳島市，鳴門市，小松島市，阿南市，吉野川市，阿波市，美馬市，三好市，勝浦町，上勝町，佐那河内村，石井町，神山町，那賀町，牟岐町，美波町，

海陽町，松茂町，北島町，藍住町，板野町，上板町，つるぎ町及び東みよし町

平 成31年 2 月13日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第64号 学校業務支援システムの共同化に関する事務の受託に関する協議について

再校

１６１

平成31年2月議案



委託事務の管理及び執行に要する経費の見積書及び事業計画書を市（町村）長に送付しなければならない。

第4条 知事は，委託事務の管理及び執行に係る収入及び支出については，乙の歳入歳出予算において，委託事務の管理及び執行に要する経費及び乙の委託事

務に要する経費を合算して計上するものとする。

第5条 知事は，各年度において，委託事務の執行に係る予算に残額がある場合においては，これを翌年度における委託事務の管理及び執行に要する経費とし

て繰り越して使用するものとする。この場合においては，知事は，繰越金の生じた理由を附記した計算書を当該年度の出納閉鎖後速やかに市（町村）長に提

出しなければならない。

（決算の場合の措置）

第6条 知事は，地方自治法（昭和22年法律第67号）第233条第6項の規定により，決算の要領を公表したときは，同時に当該決算の委託事務に関する部分を

市（町村）長に通知するものとする。

（委託事務を廃止する場合の措置）

第7条 委託事務を廃止する場合においては，当該委託事務の管理及び執行に係る収支は，廃止の日をもってこれを打ち切り，知事がこれを決算する。この場

合において，決算に伴って生ずる剰余金は，速やかに甲に還付しなければならない。

（条例等改正の場合の措置）

第8条 委託事務の管理及び執行について適用される乙の条例等の全部又は一部が改正された場合においては，知事は，直ちに当該条例等を市（町村）長に通

知しなければならない。

（雑則）

第9条 本規約に定めのない事項又は本規約に定める事項に関し疑義が生じたときは，甲乙協議して定めるものとする。

附 則

この規約は，平成31年4月1日から施行する。

提案理由

市町村の学校業務支援システムの共同化に関する事務を受託することについて，地方自治法第252条の14の規定により，議決を経る必要がある。これが，こ

の案件を提出する理由である。

再校

１６２

平成31年2月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

交通事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第1号

損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

平 成31年 2 月13日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

阿南市在住 1名 239，000 平成30年3月19日 徳島市地内 平成31年1月23日

鳴門市在住 1名 154，567 平成30年5月8日 名西郡石井町地内 平成31年1月23日

徳島市在住 1名 145，596 平成30年10月2日 徳島市地内 平成31年1月24日

海部郡海陽町在住 1名 229，850 平成30年10月5日 海部郡海陽町地内 平成31年1月24日

吉野川市所在 1法人 21，600 平成30年10月20日 吉野川市地内 平成31年1月24日

板野郡藍住町所在 1法人 125，280 平成30年10月20日 板野郡藍住町地内 平成31年1月24日

徳島市在住 1名 40，111 平成30年11月7日 徳島市地内 平成31年1月24日

円

報告第1号 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

再校

１６３

平成31年2月議案



小松島市在住 1名 350，000 平成30年11月13日 小松島市地内 平成31年1月24日

吉野川市在住 1名 772，956 平成30年11月18日 吉野川市地内 平成31年1月24日

名西郡石井町所在 1法人 264，000 平成30年11月21日 名西郡石井町地内 平成31年1月24日

再校

１６４

平成31年2月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

道路事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第2号

損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

平 成31年 2 月13日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

板野郡藍住町所在 1法人 63，000 平成30年3月21日 徳島市地内
（県道徳島北灘線） 平成31年1月29日

那賀郡那賀町在住 1名 630，000 平成30年6月11日 那賀郡那賀町地内
（国道193号） 平成31年1月29日

徳島市在住 1名 82，000 平成30年7月3日 徳島市地内
（県道徳島環状線） 平成31年1月29日

徳島市在住 1名 11，000 平成30年7月3日 徳島市地内
（県道徳島環状線） 平成31年1月29日

阿波市所在 1法人 405，000 平成30年7月5日 板野郡松茂町地内
（県道古川長原港線） 平成31年1月29日

阿波市在住 1名 169，000 平成30年7月7日 阿波市地内
（県道鳴門池田線） 平成31年1月29日

海部郡美波町在住 1名 57，000 平成30年8月30日 那賀郡那賀町地内
（県道阿南鷲敷日和佐線） 平成31年1月29日

円

報告第2号 損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

再校

１６５

平成31年2月議案



小松島市在住 1名 400，000 平成30年9月1日 那賀郡那賀町地内
（国道195号） 平成31年1月29日

吉野川市在住 1名 70，000 平成30年9月10日 美馬市地内
（国道193号） 平成31年1月29日

海部郡美波町在住 1名 120，000 平成30年10月1日 阿南市地内
（県道日和佐小野線） 平成31年1月29日

海部郡牟岐町在住 1名 226，000 平成30年10月1日 海部郡牟岐町地内
（県道日和佐牟岐線） 平成31年1月29日

那賀郡那賀町在住 1名 92，000 平成30年10月7日 那賀郡那賀町地内
（国道193号） 平成31年1月29日

阿南市在住 1名 142，000 平成30年10月10日 阿南市地内
（県道阿南小松島線） 平成31年1月29日

再校

１６６

平成31年2月議案



平成31年2月議案
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